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平成16年度は､ 10月から運用を開始する東京本館の新システムの稼働準備等のた

め､ 臨時休館等を予定しています｡ 詳しくは29頁のお知らせをご覧ください｡
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はその翌日)､ 資料整理休館日 (１･４･７･10月の第３土曜日の

直前の水曜日)
音楽・映像資料室は､ 休館日以外に第１土曜日が休室となります｡ このほか登録制

の一般研究室があり､ 19：00まで利用できます (土曜日は17：00まで)｡ 視覚に障害

がある方のご利用については､ 利用者サービス企画課にお問い合わせください｡

関 西 館 〒619-0287 京都府相楽郡精華町精華台8-1-3
電話 0774 (98) 1200 (音声サービス)
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閲 覧：10：00～18：00 即日渡し複写受付：10：00～17：00

資料請求受付：10：00～17：15 後日渡し複写受付：10：00～17：45

セルフ複写受付：10：00～17：30

休館日 日曜日､ 国民の祝日・休日､ 年末年始､ 資料整理休館日 (第３水

曜日)､ 特別整理期間
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□

Ａ.シュラム

　『初期印刷の絵画的装飾』（１９２０―４３）



A. シュラム
『初期印刷の絵画的装飾』 (1920-43)

The Illustrated Incunabula Short-Title Catalogue (IISTC) とい

うデータベースを検索するとドイツで印刷されたインキュナブラ (金属

活字による15世紀の印刷物) が8,396タイトル見つかり､ さらにその12.9

％に当る1,087タイトルには何らかの絵画的装飾が施されていることが

わかる｡ 中世以来､ 装飾頭文字
イニシャル

や縁飾り
ボ ー ダ ー

､ 細密挿図
ミニアチュール

の施された写本が作

られ､ 初期印刷本はそのデザインを真似て作られた｡ その絵画的装飾に

は木版画が使われ､ 美しい挿絵入り本として珍重されるものも製作され

たし､ プリンターズ・マークや装飾頭文字も木版で印刷された｡

ドイツではウルム､ ニュルンベルク､ リューベック､ アウグスブルク

といった都市で印刷されたインキュナブラに木版画が多く使われ､ J.

ツァイナー､ A.ゾルク､ J.ベムラーといった印刷者
プリンター

がよく用いた｡ 本

書はドイツのインキュナブラに現れた絵画的装飾をすべて集めて複製し

たもので､ ２万２千点近くの挿画が集められている｡

前頁は1472年にアウグスブルクのギュンター・ツァイナーが印刷した

ヤコブス・デ・テラモ 『ベリアル裁判』 で使われた木版画の複製である｡

この本は中世に非常に流布した民衆向け道徳書で110点以上の写本と40

点近くのインキュナブラが知られている｡ ツァイナーの本は 『ベリアル

裁判』 としては最初の挿絵入り本である｡ 右下上図はこの本の奥
コロ

付
フォン

下の

木版画を18世紀の書誌学者 G.W.ザップが 『アウグスブルク書籍印刷史』

(1786) で複製したもの､ 右下下図は本書

における複製である｡ 上図は木版による模

刻､ 下図は写真凸版であり､ 再現の忠実度

の違いが見てとれる｡

著者アルベルト・シュラムはチュービン

ゲンで神学・文献学を学んだ後､ ドレスデ

ン､ ライプツィヒで図書館に勤務したイン

キュナブラ研究者である｡ 本書の完成を待

たずに亡くなったため､ 没後は完全なイン

キュナブラ目録作成を目指す 『インキュナ

ブラ総合目録 (GW)』 プロジェクトの一

環として編纂が続けられ､ 1943年に完成し

た｡ (折
おり

田
た

洋
ひろ

晴
はる

)

Schramm, Albert (1880-1937)

Der Bilderschmuck der Fruhdrucke.

Leipzig: Deutsches Museum für Buch und

Schrift, 1920-43. 23 v. in 9.

＜請求記号 YP21-36＞



国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四

◆
は
じ
め
に
◆

当
館
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
一
〇
年
度
に
策
定
し
た

｢

電
子
図
書
館

構
想｣

に
基
づ
い
て
、
業
務
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
整
備
し
、

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
電
子

情
報
を
め
ぐ
る
国
内
外
の
状
況
は
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
電
子

情
報
保
存
に
つ
い
て
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
考
慮
し
て
、

平
成
一
六
年
二
月
に

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画

二
〇
〇
四｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
館
が
今
後
五
年
程
度

を
目
途
と
し
て
達
成
す
べ
き
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
方
向

と
そ
の
実
現
に
必
要
な
枠
組
み
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
期
計
画
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
・
強
化
に
向
け
て
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
的
機
能
お

よ
び
電
子
図
書
館
の
コ
ン
テ
ン
ツ
整
備
を
策
定
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

当
館
は
、
国
会
、
行
政
司
法
各
部
門
、
図
書
館
、
一
般
利
用
者
を
対

象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画
は
、
す
べ
て

の
利
用
者
を
対
象
と
し
た
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
基
盤
と
な

る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
計
画
策
定
の
背
景
◆

情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
現
在
で
は
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
深
く
依
存
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
等
の

あ
ら
ゆ
る
領
域
で
情
報
が
電
子
的
に
生
産
・
流
通
・
利
用
さ
れ
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
が
社
会
的
基
盤
と
し
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
情
報
に
関
す
る
国
際
情
勢
を
見
て
み
る
と
、
昨
年
一
〇
月

の
ユ
ネ
ス
コ
第
三
二
回
総
会
に
お
い
て

｢

デ
ジ
タ
ル
遺
産
の
保
存
に

関
す
る
憲
章

(
C

h
a
rter

o
n

th
e

P
reserv

a
tio

n
o
f

th
e

D
ig

-

ita
l

H
erita

g
e)｣

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
憲
章
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
含
め
、
現
代
社
会
に
お
い
て
重
要
な
電
子
情
報

の
保
存
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
か
ん
が
み
、
各
国
政
府
に
お

い
て
、
問
題
意
識
の
喚
起
と
保
存
の
た
め
の
取
組
み
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
国
の
国
立
図
書
館
・
議
会

図
書
館
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
収
集
・
蓄
積
・
保
存
が
喫

緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
平
成
一
二
年
度
末
に
政
府
に
お
い
てe-

J
a
p
a
n

重
点
計
画
が
立
案
さ
れ
、｢

美
術
館
・
博
物
館
、
図
書
館
等
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の
所
蔵
品
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化｣

が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
関
西
館
開
館

(

平
成
一
四
年
一
〇
月)

を
機
に
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
に
拡
充
し
た
当
館
に
対
し
、

一
層
の
役
割
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

◆
平
成
一
五
年
末
ま
で
の
到
達
点
◆

当
館
の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
平
成
一
五
年
末
ま
で
の

到
達
点
は
、
概
括
し
て
次
の
と
お
り
で
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築
と
提
供
】

当
館
は
蔵
書
の
電
子
化
を
推
進
し
、｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー｣

と
し
て
明
治
期
刊
行
の
和
図
書
五
万
冊

(

約
六
〇
〇
万
コ
マ)

、

貴
重
書
等
の
画
像
情
報
三
万
三
千
コ
マ
を
作
成
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

児
童
書
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

国
会
サ
ー
ビ
ス
関
係
の
分
野
で
は
、
衆
・
参
両
議
院
と
協
同
し
て

実
施
し
て
い
る
国
会
会
議
録
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

国
会
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
通
じ
て
当
館
作
成
資
料
等
の
電
子
的
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
電
子
展
示
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
順
次
作
成
し
、｢

日
本
国

憲
法
の
誕
生｣
｢

日
本
の
暦｣

｢

絵
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

等
七
種
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

【
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
と
提
供
】

当
館
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
資
源
の
収
集
・
保
存
・
提
供

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
子
雑
誌
、
政
府
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
協
力

機
関
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
個
別
に
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
た

上
で
、
こ
れ
ら
を
収
集
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
資
料
に
到
達
す
る
た
め
の
情
報
】

当
館
所
蔵
資
料
の
書
誌
情
報
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
‐
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
に
替
わ
り
、
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書

検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ)

の
提
供
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、｢

雑
誌
記
事
索
引｣

を
含
め

一
、〇
〇
〇
万
件
以
上
の
書
誌
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ

‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
資
料
の
利
用
可
否
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

遠
隔
地
か
ら
直
接
複
写
・
貸
出
し
等
の
申
込
み
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
立
図
書
館
等
の
和
図
書
の
総
合
目
録
、
児
童
書

の
総
合
目
録
、
新
聞
の
総
合
目
録
等
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
館
が
所
蔵
し
て
い
な
い
外
部
資
源
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
関

し
て
は
、
機
械
的
に
収
集
不
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
資
源
の

う
ち
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る
情
報
の
大
半
を

占
め
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ビ
ス

(

Ｄ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ)

と
い
う
名
称
の
ポ
ー
タ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
で
そ
の
入
り
口
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
】

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
平
成
一
四
年
一
〇
月
に
刷
新
し
、
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
般
利
用
者
向
け
の
窓
口
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【
研
究
開
発
】

電
子
情
報
の
保
存
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
お
よ
び
全
国
の
図
書
館
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等
と
の
協
同
事
業
と
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ

ム
化
と
各
館
で
作
成
し
た
事
例
デ
ー
タ
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
研

究
開
発
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
館
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
な
が
ら
電
子
図
書

館
構
想
を
実
現
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ

の
構
築
と
提
供
に
は
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
中
期
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
◆

中
期
計
画
は
、
当
館
が
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
続
す
る
と
同
時
に
、

国
会
の
図
書
館
と
し
て
、
ま
た
、
我
が
国
唯
一
の
国
立
図
書
館
と
し

て
、
次
の
認
識
を
重
要
視
し
て
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
や
場
所
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
機

会
を
格
段
に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
第
二
は
、
国
内
外
の
動

き
や
情
報
環
境
の
変
化
の
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
収
集
・
組
織
化
・

保
存
・
提
供
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
第
三
は
、
当
館
の

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た
め
に
は
関
係
諸
機
関
と
の
連

携
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
当
館
の
目
指
す
方
向
を
明
示
し
、
関
係

諸
機
関
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
◆

当
館
の
目
指
す
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
目
標
は
二
つ
で

す
。
一
つ
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
広
汎
な
利
用
者
に
提
供

す
る
た
め
に
、
当
館
は
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
重
要
な
拠

点
と
な
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
国
内
外
の
多
様
な
利
用
者

層
の
需
要
に
応
じ
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
全
体
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
総
合
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

【
デ
ジ
タ
ル･

ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
】

ま
ず
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
し
て
は
、
当
館
資
料
の

利
用
に
お
け
る
地
域
間
格
差
を
改
善
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
に
当
館
所
蔵
の
資
料
の
電
子
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
系
情
報
資
源
を
広
く
収
集
し
、
消
失
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

永
続
的
な
利
用
確
保
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
承
・
拡
充
し
、
国
の

文
化
財
と
し
て
の
図
書
館
資
料
の
価
値
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
等
を
選
定

基
準
と
し
て
、
著
作
権
法
に
従
い
、
図
書
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
提
供

し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
系
情
報
資
源
の
収
集
で
は
、
消
滅
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
情
報
の
う
ち
日
本
か
ら
発
信
さ
れ

る
情
報
を
、
収
集
す
べ
き
選
択
基
準
や
保
存
・
管
理
・
提
供
の
基
準

を
設
け
て
制
度
的
あ
る
い
は
選
択
的
に
収
集
し
ま
す
。
制
度
的
収
集

に
つ
い
て
は
、
平
成
一
四
年
三
月
に
館
長
が
納
本
制
度
審
議
会
に
、

日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
発
行
者

等
へ
の
義
務
付
け
を
伴
う
収
集
の
範
囲
や
方
法
に
つ
い
て
諮
問
し
ま

し
た
。
こ
の
答
申
は
今
年
末
に
得
ら
れ
る
予
定
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
系
情
報
資
源
の
収
集
で
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
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方
法
で
収
集
を
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は

｢

Ｎ
Ｄ
Ｌ
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー

カ
イ
ブ｣

と
仮
称
し
て
い
る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ

ブ
情
報
を
、
可
能
な
限
り
発
信
時
と
同
様
な
構
造
を
も
っ
た
ウ
ェ
ブ
・

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
サ
イ
ト
単
位
に
収
集
し
、
時
系
列
的
認
識
が
可

能
な
形
で
蓄
積
・
保
存
・
提
供
す
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
は

｢

オ

ン
ラ
イ
ン
・
デ
ポ
ジ
ッ
ト｣

と
仮
称
し
て
い
る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
提
供
さ
れ
る
情
報
資
源
の
う
ち
、

深
層
ウ
ェ
ブ
な
ど
機
械
的
に
収
集
が
困
難
な
も
の
や
、
知
的
な
著
作

単
位
で
取
り
扱
う
べ
き
情
報
資
源
を
対
象
と
し
て
、
個
別
に
収
集
・

組
織
化
・
保
存
・
提
供
す
る
も
の
で
す
。

当
館
が
集
積
し
、
構
築
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
国
の

電
子
情
報
の
保
存
庫
と
言
う
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
デ
ー
タ

の
長
期
保
存
や
同
一
性
保
持
の
た
め
の
識
別
子
、
ア
ク
セ
ス
や
保
存

の
た
め
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
付
与
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
情
報
資
源
に
関
す
る
情
報
の
充
実
】

既
存
媒
体
資
料
と
の
整
合
性
に
留
意
し
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
の
個
々
の
情
報
に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
や
情
報
の
充
実
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
全
文
検
索
等
の
検
索
手
段
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
、
主
題
情
報
に
関
し
て
は
、
資
料
の
解
題
情
報
や
紹
介
、

参
考
情
報
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
当
館
が
集
積
し
、
構
築
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

を
利
用
者
が
的
確
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
適
切
な
検
索

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
全
文
検
索
、
知
的
概

念
検
索
等
、
新
し
い
検
索
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
も
十
分
配
慮
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
辞
書
等
を
用
意
し
ま
す
。

情
報
資
源
探
索
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ

ブ
に
係
る
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
や
参
考
情
報
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー

ル
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

貴
重
な
情
報
資
源
を
共
有
し
、
情
報
資
源
へ
の
興
味
を
発
掘
す
る

た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
一
部
を
編
集
・
編
成
し
、
解

題
等
を
付
し
た
電
子
展
示
会
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
ポ
ー
タ
ル
機
能
】

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
当
館
の
公
的
な
窓
口
で
す
が
、
こ
れ
と
は

別
に
利
用
者
の
必
要
と
す
る
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
入
手
で
き
る

窓
口
を
構
築
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
等
の
公
的
機
関
を
中
心
と
し
た
電
子
的
情
報
資

源
や
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
者
を
適
切
に
案
内
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
想
定
す
る
機
能
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
や
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
な
ど
の
情
報
資
源
を
効

果
的
に
検
索
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
の
統
合
的
な
検
索

機
能

・
利
用
者
が
主
題
に
沿
っ
て
系
統
的
に
情
報
資
源
を
発
見
で
き
る

よ
う
案
内
す
る
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

・
情
報
の
探
し
方
を
利
用
者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
案
内
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
・
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

今
後
、
当
館
お
よ
び
国
等
の
公
的
機
関
を
対
象
と
し
た

｢

日
本
の
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デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ポ
ー
タ
ル｣

(

仮
称)

を
構
築
す
る
予

定
で
す
が
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、
他
の
機
関
の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー

カ
イ
ブ
構
築
の
動
向
を
見
つ
つ
、
日
本
全
体
の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ

ブ
の
ポ
ー
タ
ル
機
能
の
構
築
も
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◆
実
現
に
向
け
て
◆

以
上
説
明
し
た
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
体
制
構
築
、
関
係
機
関
と
の
協
力
、
調
査
研
究
開
発
の
枠
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル･

ア
ー
カ
イ
ブ
を
共
有
し
、
利
活
用
す
る
た

め
に
は
、
国
際
的
な
共
通
仕
様
に
留
意
し
、
当
館
と
関
係
機
関
と
の

間
で
の
相
互
運
用
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
メ

タ
デ
ー
タ
や
長
期
保
存
・
提
供
に
関
す
る
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
技

術
標
準
を
重
視
す
る
こ
と
、
ま
た
、
任
意
の
機
関
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
て
、
そ
の
利
用
目
的
に
応
じ
て
付

加
価
値
を
高
め
た
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
手
続

き
の
共
通
化
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ポ
ー
タ
ル
構
築
の

基
盤
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
機
関
か
ら
メ
タ
デ
ー
タ
を
収

集
し
利
用
す
る
共
通
の
枠
組
み
を
設
け
、
実
装
・
利
用
の
推
進
を
行

う
な
ど
、
技
術
的
問
題
の
解
決
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

ま
た
、
制
度
的
枠
組
み
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル･

ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
や
保
存
・
提
供
に
お
け
る
権
利
処
理
、
法
的
条
件
の
整
備
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
関
係
府
省
等
と
協
議
し
つ
つ
、
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
運
用
段
階
に
入
っ
て
も
、
関
係
機

関
と
の
間
で
、
ポ
ー
タ
ル
機
能
等
の
運
用
に
係
る
協
力
お
よ
び
継
続

し
た
調
査
研
究
等
の
協
力
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

当
館
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
資
源
の
収
集
か
ら
提
供
に

い
た
る
業
務
を
新
た
な
業
務
と
し
て
定
着
さ
せ
、
ま
た
、
制
度
や
技

術
的
な
観
点
か
ら
の
蓄
積
・
保
存
・
提
供
の
継
続
的
な
調
査
研
究
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
す
。

◆
最
後
に
◆

以
上
の
よ
う
に

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画

二
〇
〇
四｣

で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
電
子
情
報
収
集
に
本
格
的

に
着
手
す
る
こ
と
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
は
さ
ら
に
大
き
な
課
題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
電
子
情
報
を

と
り
ま
く
環
境
が
日
々
変
化
し
、
電
子
情
報
の
様
式
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
な
ど
が
数
年
の
う
ち
に
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
ど
う
対
処
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
電
子
情
報
保
存
の
問
題
の
本
質
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
図
書
館
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
日

常
利
用
し
て
い
る
電
子
情
報
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用
し
た
い
と

考
え
た
と
き
に
突
き
当
た
る
現
代
人
全
体
の
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。な

お
、
国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
電
子
図
書
館
中

期
計
画
二
〇
〇
四
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(h
ttp
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(

総
務
部
企
画
・
協
力
課
電
子
情
報
企
画
室)
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オ

ラ

ン

ダ

国

立

図

書

館

の

電

子

情

報

保

存

事

業

平
成
一
六
年
三
月
三
日
、｢

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
の
電
子
情
報

保
存
事
業｣

と
題
す
る
講
演
会
を
当
館
で
開
催
し
た
。
講
師
は
、
オ

ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
情
報
技
術
・
施
設
管
理
部
長
ヨ
ハ
ン
・
ス
テ
ー

ン
バ
ッ
カ
ー
ス

(
J

o
h

a
n

S
teen

b
a
k

k
ers)

氏
、
同
研
究
開
発
課

長
ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン

(
H

a
n

s
J

a
n

sen
)

氏
、
同
研
究
開
発
課

電
子
情
報
保
存
担
当
官
ヒ
ル
デ
・
フ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ハ
ー
デ
ン

(H
ild

e
v
a
n

W
ijn

g
a
a
rd

en
)

氏
の
三
名
で
あ
る
。

本
誌
巻
頭
記
事
の
と
お
り
、
当
館
で
は

｢

電
子
図
書
館
中
期
計
画

二
〇
〇
四｣

を
策
定
し
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
を
示
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
電
子
情
報
保
存
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
か
ら
専
門
家
を
招
き
、
関
係
職
員
の
知

識
向
上
を
図
り
、
相
互
の
経
験
を
交
換
し
た
。
以
下
に
講
演
会
の
要

旨
を
紹
介
す
る
。

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
に
お
け
る
電
子
情
報
保
存
事
業
の
概
要

ハ
ン
ス
・
ヤ
ン
セ
ン
研
究
開
発
課
長

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中
規
模
の
国
立

図
書
館
の
一
つ
で
、
一
七
九
八
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
四

年
の
年
間
予
算
は
、
お
よ
そ
三
、七
〇
〇
万
ユ
ー
ロ

(

約
五
〇
億
円)

で
、
職
員
数
は
約
二
六
〇
人
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
、
出
版
者
が
一
定
の
部
数
を
国
立
図
書
館
に

納
本
す
る
こ
と
は
法
律
上
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ

ラ
ン
ダ
に
は
、
法
定
納
本
制
度
は
な
く
、
出
版
社
や
出
版
社
の
組
織

と
自
発
的
な
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
出
版
社
と
の
協
力
関
係
の
歴

史
は
古
く
、
納
本
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

約
一
〇
年
前
、
私
た
ち
は
出
版
市
場
が
電
子
出
版
に
向
か
っ
て
動

き
始
め
た
こ
と
に
気
づ
き
、
私
た
ち
の
政
策
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
こ

れ
に
適
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
一
九
九
四
年
に
納

本
寄
託
業
務
を
電
子
出
版
物
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
で
主
務
省
と
合

意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
子
出
版
物
の
収
集
・
蓄
積
の
た
め
に
、

出
版
社
の
協
力
を
取
り
付
け
た
の
で
す
。

同
時
に
、
電
子
情
報
を
扱
う
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
第
一
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｂ

(N
etw

o
rk

ed

E
u

ro
p
ea

n
D

ep
o
sit

L
ib

ra
ry
)
(

注
１)

で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
国
立
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図
書
館
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
り
、
欧
州
委
員
会
か
ら
補
助

金
を
得
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
立
図
書
館
が
参
加
し
、
電
子
デ

ポ
ジ
ッ
ト
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

第
二
は
、
技
術
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
す
。
強
力
な
技
術
協
力

者
を
見
つ
け
る
た
め
、
一
九
九
九
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
入
札
を
行

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｓ

(
O

p
en

A
rch

iv
a
l

In
fo

r-

m
a
tio

n
S

y
stem

)
参
照
モ
デ
ル(

注
２)

を
使
っ
た
、
で
き
る
限

り
オ
ー
プ
ン
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
切
望
し
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
判

明
し
、
彼
ら
と
契
約
し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発
と
並
行
し
て
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｂ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
保
存
管
理
機
能
要
件
に
つ
い

て
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
ア
ー
カ
イ

ブ
シ
ス
テ
ム
を
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
に
納
入
し
ま
し
た
。
そ
の
シ

ス
テ
ム
は
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
と
い
う
商
品
名
で
市
場
に
お
い
て
入
手
可
能
で

す
。
二
〇
〇
三
年
一
月
に
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
はe-D

ep
o
t

と
名
づ
け
た
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

e-D
ep

o
t

の
具
体
的
内
容
は
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
収
集
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
は
エ
ル
ゼ
ビ
ア
や
ク
ル
ワ
ー
の
よ
う
な
国
際

的
出
版
社
と
、
出
版
物
の
長
期
保
存
・
蓄
積
実
現
の
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

職
員
が
管
理
し
て
い
る
ア
ー
カ
イ
ブ
環
境

(

電
子
書
庫)

に
、

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
出
版
環
境
か
ら
コ
ン

テ
ン
ツ
を
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
マ
イ
グ
レ
ー
ト
と
呼
び
ま

す
。電

子
情
報
を
永
続
的
に
利
用
可
能
に
す
る
に
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
・

開
発
が
必
要
で
す
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
常
に
改
廃
し
、
古
く
な
る
と
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、e-D

ep
o
t

の
業
務
は
、
収
集
整
理
部
門
で
運
用
し
て
お
り
、

永
久
的
な
ア
ク
セ
ス
保
証
に
関
す
る
研
究
開
発
は
研
究
開
発
課
の
電

子
情
報
保
存
部
門
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
私
た
ち
の
事
業
が
野
心
的
過
ぎ
る
と
思
う
方

も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
、
こ
の
事
業
に
各

国
の
国
立
図
書
館
が
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
科
学
と
文
化
の
記
録
へ
の
永
続
的
な
ア
ク
セ
ス
を
保
証
す

る
国
際
的
基
盤
の
構
築
の
た
め
、
と
も
に
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

電
子
情
報
の
持
続
性
の
問
題
と
関
係
機
関
の
協
力
に
つ
い
て

ヨ
ハ
ン
・
ス
テ
ー
ン
バ
ッ
カ
ー
ス
情
報
技
術
・
施
設
管
理
部
長

科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
の
出
版
物
の
多
く
は
、
今
日
電
子
的
形

態
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
子
出
版
は
便
利
な
反
面
、
危
う
い
側

面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
印
刷
か
ら
電
子
出
版
へ
移
行
し
て

い
く
こ
と
の
影
響
、
特
に
科
学
的
研
究
の
成
果
物
の
保
存
に
与
え
る

影
響
で
す
。
第
二
は
、
電
子
出
版
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と
は
、
新
し

い
方
針
、
技
術
、
基
盤
を
必
要
と
し
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
印
刷
さ

れ
た
出
版
物
の
フ
ァ
イ
ル
を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
科
学
の
成
果
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を
保
存
し
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
は
電
子
情
報
に
つ
い
て
も
同
様
の

役
割
を
担
え
る
で
し
ょ
う
か
、
そ
し
て
担
う
つ
も
り
で
い
る
で
し
ょ

う
か
。
第
三
に
、
電
子
出
版
を
持
続
的
に
利
用
可
能
に
す
る
こ
と
は

大
変
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
。

【
電
子
情
報
の
持
続
性
の
問
題
】

印
刷
さ
れ
た
出
版
物
は
手
で
持
つ
こ
と
が
で
き
る
物
質
的
な
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
反
対
に
、
電
子
出
版
物
は

｢

デ
ジ
タ
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト｣

で
す
。
印
刷
さ
れ
た
出
版
物
は
人
間
の
目
で
読
む
こ
と
で
ア

ク
セ
ス
可
能
で
す
が
、
電
子
出
版
物
の
情
報
を
読
む
に
は
、
特
別
な

仕
組
み

(

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア)

が
必
要
で
す
。

電
子
出
版
物
に
関
す
る
脅
威
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
一
に
、
電
子
出
版
物
の
物
理
的
な
媒
体
は
、
紙
ま
た
は
羊
皮
紙

よ
り
速
く
劣
化
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り
前
に
、
記
録
技
術
が
時

代
遅
れ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
第
二
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

に
含
ま
れ
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
機
能
の
消
失
が
あ
り
ま

す
。私

た
ち
が
こ
れ
ら
の
脅
威
に
対
応
で
き
れ
ば
、
未
来
の
利
用
者
の

た
め
に

｢

科
学
の
記
録｣

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
、
対
応
し

な
い
限
り
、
電
子
情
報
の
持
続
性
は
深
刻
な
問
題
と
な
る
の
で
す
。

【
誰
が
協
力
関
与
す
べ
き
か
】

電
子
情
報
の
持
続
性
は
複
雑
な
問
題
な
の
で
、
複
数
の
団
体
が
協

同
し
な
い
と
対
処
で
き
ま
せ
ん
。
一
つ
は
保
存
機
関
で
、
国
立
図
書

館
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
情
報
を
長
期
間
保
持
す
る
こ
と
は
国
立

図
書
館
の
核
と
な
る
業
務
で
す
。

政
府
は
、
適
切
な
方
針
と
法
律

を
整
備
し
、
資
源
を
割
り
当
て
る

べ
き
で
す
。

出
版
社
は
す
で
に
、
出
版
物
の

永
久
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
を
実
現
す

る
こ
と
に
責
任
が
あ
る
と
感
じ
て

い
て
、
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
態
度
は
、
永
久
的
な
入

手
可
能
性
の
保
証
を
要
求
す
る
顧

客
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
促
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

永
久
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、

新
し
い
標
準
と
技
術
を
開
発
す
る

Ｉ
Ｔ
産
業
の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

の
綿
密
な
協
力
も
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
国
際
的
組
織
か
ら
の
支

援
も
必
要
で
す
。
欧
州
委
員
会
、

欧
州
理
事
会
、
ユ
ネ
ス
コ
が
す
で

に
こ
の
問
題
に
関
与
し
て
い
て
、
い
く
つ
か
の
事
業
を
行
い
ま
し
た

(
注
３)

。

国
立
図
書
館
の
役
割
に
焦
点
を
あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル

の
世
界
で
国
立
図
書
館
の
役
割
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、｢

安
全
な
場

所
戦
略

(S
a
fe

P
la

ce
stra

teg
y
)｣

が
有
効
で
す
。
す
な
わ
ち
、
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・
永
久
的
な
ア
ク
セ
ス
を
保
証
し
よ
う
と
す
る
出
版
物
に
、
安
全
な

環
境
を
提
供
す
る
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

・
将
来
に
わ
た
っ
て
、
確
実
に
出
版
物
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
電
子
出
版
物
と
同
様
の
方
法
で

保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
動
く
た
め
の
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
は
い
ず
れ
壊
れ
る
か
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
問
題
は
、
元
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
向
け
に
開
発
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
、
他
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
で
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う

に
別
途
作
成

(

エ
ミ
ュ
レ
ー
ト)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
で
き

る
。

電
子
出
版
物
の
収
集
に
関
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
と
出
版

社
が
協
調
す
る
目
的
は
次
の
六
つ
で
す
。

・
永
久
保
存
の
保
証

・
保
存
機
関
と
の
関
係
構
築

・
完
全
性
確
保

・
永
続
的
利
用
の
保
証

・(

以
前
の)

顧
客
の
ホ
ス
ト
役

・
緊
急
時
の
ホ
ス
ト
ア
ク
セ
ス
の
提
供

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
関
連
企
業
や
研
究
所
の
協
力
も
大
事
で
す
。

そ
の
役
割
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
具
体
的
で
耐
久
性
の
あ
る
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
実
現

・
電
子
図
書
館
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
の
実
装
の
援
助

・
保
存
と
永
久
的
な
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
具
体
的
な
技
術
開
発

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
は
現
在
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
お
よ
び
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
研
究

所
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

電
子
情
報
の
保
存
の
問
題
は
、
多
大
の
努
力
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
レ
ベ
ル
で
の
複
数
の
団
体
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
実
現
で
き
る

こ
と
を
繰
り
返
し
申
し
述
べ
て
お
き
ま
す
。

e-D
ep
o
t

の
業
務
手
順
と
電
子
情
報
の
再
現
性
保
証
の
取
組
み

ヒ
ル
デ
・
フ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ハ
ー
デ
ン
電
子
情
報
保
存
担
当
官

【e-D
ep
o
t

の
業
務
手
順
】

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
の
電
子
情
報
保
存
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
は

当
初
一
二
テ
ラ
バ
イ
ト
の
貯
蔵
量
を
持
ち
、
五
〇
〇
テ
ラ
バ
イ
ト
ま

で
拡
張
可
能
で
す
。
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
を
使
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
は

e-D
ep

o
t

と
名
づ
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
業
務

手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
電
子
出
版
を
受
け
入
れ
て
、
前
処
理
す
る

(

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
内

容
を
処
理
し
、
受
け
入
れ
る
手
順
は
ロ
ー
ド
と
呼
ぶ)

。

・
識
別
子
を
特
定
し
た
り
、
生
成
す
る
。

・
出
版
物
を
検
索
す
る
。

・
ユ
ー
ザ
を
識
別
し
、
認
証
し
、
認
可
す
る
。

現
在
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
電
子
出
版
物
をe-D

ep
o
t

に
保
存
し

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
よ
う
な
オ
フ
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
二
種
類
で

す
。
オ
フ
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
手
動
で
実
行
さ
れ
、

時
間
が
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
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ま
ず
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、
ビ
ュ
ー
ア
ま
た
は
メ
デ
ィ
ア
・
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
よ
う
な
付
加
的
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
含
め
て
、
完
全

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
か
ら
の
す
べ
て
の
フ
ァ

イ
ル
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
R

eferen
ce

W
o
rk

sta
tio

n
:

R
W

S
)

に
コ
ピ
ー
さ
れ
、
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
も
一
緒
に
セ
ッ
ト
で
保
存
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
未
来
の
条
件
下
で
も
、
作
動

が
保
証
さ
れ
る
の
で
す
。

二
番
目
の
タ
イ
プ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
こ
れ
ら

の
出
版
物
は
、
磁
気
テ
ー
プ
あ
る
い
は
Ｆ
Ｔ
Ｐ
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ

国
立
図
書
館
に
送
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
メ
タ
デ
ー
タ
と
一
緒
に
出

版
社
提
出
パ
ッ
ケ
ー
ジ

(P
u

b
lish

er
S

u
b
m

issio
n

P
a
ck

a
g

e
:

P
S

P
s)

と
し
て
ま
と
め
て
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｓ
で
は
コ
ン
テ
ン
ツ
と
メ
タ
デ
ー
タ
の
両
方
を
取
り
入
れ
、

そ
し
て
全
国
書
誌
番
号
を
付
与
し
、
出
版
社
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
オ
ラ

ン
ダ
国
立
図
書
館
の
内
部
的
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
変
換
し
ま
す
。
出
版

社
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
で
、
労
力
の
要
る
作
業
が
回
避
さ
れ

る
の
で
す
。

現
在
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
大
部
分
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

渡
さ
れ
て
い
ま
す
。e-D

ep
o
t

は
、
複
数
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
受
け

入
れ
、
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
今
、
私
た
ち
は
Ｘ

Ｍ
Ｌ
形
式
で
の
送
付
を
エ
ル
ゼ
ビ
ア
と
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
で
保
存
し
た
と
し
て
も
、
著
作
者
が
意
図
し
た
記
事
の

外
観
を
含
め
正
確
に
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
著
作
者
に
示
し
、

信
頼
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ソ
ー
ス
の
収
集
に
は
、
現
段
階
で
は
、

高
い
優
先
順
位
を
お
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
国
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
し
て
の
私
た
ち
の
能
力
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ

ブ
出
版
物
は
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
送
付
し
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
問
題
と
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
何
を
収
集
し
、
何
を
収
集
し
な
い
か
で
す
。

【
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
の
保
存
戦
略
】

ま
だ
見
ぬ
将
来
の
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
は
、
出
版
社

に
よ
っ
て
寄
託
さ
れ
た
ま
ま
に
電
子
出
版
物
を
保
存
し
、
ア
ク
セ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
選
択
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
目
的
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
出
版
物
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
こ
と
な
の
で
、｢

エ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン｣

が
主
要
な
戦
略
と
な
る
で
し
ょ
う
。
エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
一
つ
の
技
術
を
別
の
も
の
の
よ
う
に
振
舞
わ
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
使
う
こ
と
で
す
。
電
子
情
報
保
存
の
文
脈
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
、
未
来
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
現
在
の
も
の

の
よ
う
に
作
動
さ
せ
る
よ
う
に
作
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
高
価
で
、
高
い
技
術
を
要
し
、
労
力
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
批
判
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
エ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
方
法
は
何
も
試
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
将
来

の
コ
ス
ト
も
ま
だ
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

中
間
的
な
解
決
策
は
、
ど
の
よ
う
な
未
来
に
で
も
適
用
可
能
な
バ
ー

チ
ャ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
で
し
ょ
う
。
普
遍
的
仮
想
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

(U
n

iv
ersa

l
V

irtu
a
l

C
o
m

p
u

ter
:

U
V

C
)
(

注
４)

は
Ｉ
Ｂ
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Ｍ
に
よ
る
概
念
で
、
私
た
ち
は
電
子
情
報
保
存
の
分
野
で
初
め
て
稼

働
さ
せ
る
Ｕ
Ｖ
Ｃ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
二
〇
〇
四

年
三
月
に
は
、
保
存
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
形
式
な
ど
を
記
し
た
メ
タ
デ
ー

タ
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
、
画
像
の
た
め
の
Ｕ
Ｖ
Ｃ
が
納
入
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
も
な
くe-D

ep
o
t

に
組
み
込
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。

e-D
ep

o
t

を
構
築
す
る
と
い
う
実
用
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、

私
た
ち
は
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
解
決
策
を
探
り
、
図
書

館
で
実
践
す
る
こ
と
が
、
何
が
効
果
的
か
を
調
べ
る
唯
一
の
方
法
と

考
え
ま
す
。

意
見
交
換
会
、
懇
談
会

三
月
五
日
に
、
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｓ

参
照
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
の

三
名
と
当
館
関
係
職
員
と

の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

ま
た
、
同
日
、
当
館
幹
部

職
員
と
の
懇
談
会
を
行
っ

た
。
懇
談
会
で
は
、
電
子

情
報
保
存
事
業
の
業
務
体

制
、
出
版
社
と
の
調
整
、

ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ビ
ン

グ
に
向
け
て
の
課
題
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

当
館
の
今
後
の
電
子
情
報
関
係
業
務
の
組
み
立
て
に
大
い
に
資
す
る

講
演
会
、
懇
談
会
で
あ
っ
た
。

注
１

オ
ラ
ン
ダ
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
納
本
図
書
館

間
の
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
〇
年
の
三

年
間
実
施
さ
れ
た
。
保
存
用
メ
タ
デ
ー
タ
や
ウ
ェ
ブ
・
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。h

ttp
:/

/
w

w
w

.k
b
.n

l/
co

o
p
/

n
ed

lib
/

参
照
。

注
２

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
長
期
保
存
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
有
力
な
指
針

と
し
て
提
案
さ
れ
た
機
能
的
参
照
モ
デ
ル
。
ア
ー
カ
イ
ブ
の
責
任
、

｢

情
報
パ
ッ
ケ
ー
ジ｣

(

保
存
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
を
関
連
す
る
メ
タ

デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の)

の
概
念
、
機
能
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
、
保
存
に
関
す
る
戦
略
、
さ
ら
に
は
ア
ー
カ
イ

ブ
間
の
連
携
に
至
る
ま
で
詳
細
に
論
じ
た
も
の
。

注
３

E
C

,
ex

p
erts

rep
o
rt:

"P
reserv

in
g

T
om

orrow
's

M
em

ory
"

(2002)
E

U
C

o
u

n
cil

reso
lu

tio
n

:
"F

u
tu

re
of

E
u

rop
ea

n

C
u

ltu
ra

l
C

oop
era

tion
"(2002)

U
N

E
S

C
O

:
C

h
a
rter

&

G
u

id
elin

es
for

th
e

P
reserv

a
tion

of
th

e
D

ig
ita

l
H

er-

ita
g
e

(2003)

注
４

次
世
代
の
マ
シ
ン
上
で
も
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
す
る
た
め
に
特
別
に
設
計
さ
れ
た
仮
想
マ
シ
ン
。

(
ま
と
め

総
務
部
企
画
・
協
力
課
電
子
情
報
企
画
室)
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近
代
日
本
を
拓
い
た
物
理
実
験
機
器

三
高

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
物
理
学
教
科
書
か
ら
探
る

京
都
大
学
総
合
博
物
館
編
・
刊

(

〒
606-
8501

京

都
市
左
京
区
吉
田
本
町)

二
〇
〇
二
・
一
〇

五
六
頁

Ａ
４

(M
C
61-H

1)

日
本
に
お
け
る
西
洋
科
学
の
導
入
と
い
え
ば
、
杉

田
玄
白
ら
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
蘭
学
者
た
ち
の
市

井
の
学
問
か
ら
、
幕
末
、
明
治
初
期
の
洋
書
調
所
や

開
成
学
校
と
い
っ
た
旧
幕
府
系
の
教
育
研
究
機
関
を

経
て
、
東
京

(

帝
国)

大
学
へ
と
い
う
形
で
制
度
化

さ
れ
、
発
展
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
流
れ
で
捉
え
る

の
が
、
最
も
わ
か
り
や
す
い
見
方
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

江
戸
・
東
京
を
中
心
と
し
た
こ
う
し
た
視
点
か
ら
は
、

明
治
初
期
に

｢

舎
密
局｣

(｢

舎
密｣

は
化
学
の
こ
と)

と
呼
ば
れ
る
自
然
科
学
の
教
育
・
研
究
機
関
が
大
阪

や
京
都
に
設
立
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
か
ら
教

官
が
招
へ
い
さ
れ
た
こ
と
や
、
京
都
で
島
津
製
作
所

が
理
化
学
機
械
製
作
業
と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
こ
と

な
ど
は
、
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。

本
書
は
、
そ
の
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
部
分
を
、

｢

三
高
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

の
物
理
実
験
機
器
と
、
そ

の
実
験
機
器
に
対
応
し
た
そ
の
時
代
の
物
理
学
の
教

科
書
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
、
京
都
大
学
総

合
博
物
館
に
よ
る
特
別
企
画
展
の
図
録
で
あ
る
。
こ

こ
で
い
う
物
理
実
験
機
器
は
、
お
も
に
教
育
用
に
製

作
さ
れ
た
も
の
で
、
実
験
を
通
し
て
学
生
に
物
理
学

の
原
理
を
教
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
日
本

の
近
代
化
を
担
っ
た
科
学
者
・
技
術
者
た
ち
は
、
こ

う
し
た
実
験
機
器
を
通
じ
て
、
科
学
知
識
を
身
に
つ

け
て
い
っ
た
の
だ
。

ち
な
み
に
、｢

三
高｣

と
は
、
現
在
の
京
都
大
学

総
合
人
間
学
部
の
前
身
で
あ
る
教
養
学
部
の
さ
ら
に

前
身
、
旧
制
高
校
の
第
三
高
等
学
校
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
遡
る
と
大
阪
の
舎
密
局
に
遡
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
が
、
こ
の
間
の
組
織
の
変
遷
、
大
阪
か
ら
京

都
へ
の
移
転
な
ど
の
経
緯
は
複
雑
で
、
本
書
で
は
さ

わ
り
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。『

京
都
大
学
百
年
史

総
説
編』

(F
B
22-G

280)

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
本
書
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
験
機
器
が
、
様
々

な
組
織
的
変
遷
を
乗
り
越
え
て
、
現
在
ま
で
残
さ
れ

た
こ
と
自
体
に
感
動
を
覚
え
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
高
校
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

す
る
と
、
高
校
で

｢

物
理
実
験
機
器｣

を
用
い
た

｢

実
験｣

が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
違
和
感
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、｢

三
高｣

が
後
に
京

都
大
学
教
養
学
部
に
再
編
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
旧
制
高
校
で
は
、
現
在
の
大
学
の
前
期

課
程
に
あ
た
る
高
度
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
本

書
に
は
、
教
師
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
物
理
学
科
の

卒
業
生
で
あ
り
後
に
京
都
帝
大
教
授
と
な
る
水
野
敏

之
丞
を
招
へ
い
し
た
こ
と
や
、
同
じ
く
後
に
京
都
帝

大
教
授
と
な
る
村
岡
範
為
馳
が
三
高
教
授
時
代
に
レ

ン
ト
ゲ
ン
の
Ｘ
線
発
見
を
受
け
て
Ｘ
線
実
験
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
数
々
の
実

験
機
器
、
教
科
書
の
図
版
や
、
教
師
の
肖
像
を
じ
っ

く
り
と
眺
め
れ
ば
、
研
究
者
と
し
て
物
理
学
の
最
先

端
を
追
う
教
授
陣
が
、
様
々
な
実
験
機
器
を
用
い
て
、

学
生
た
ち
に
物
理
学
の
様
々
な
原
理
を
解
説
し
て
い

る
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
実
験
機
器
類
は
、
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
世
界

各
国
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
中
に
は
日
本

国
内
で
製
作
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
特
に
目
立
つ
の

は
、
冒
頭
に
触
れ
た
島
津
製
作
所
に
よ
る
も
の
だ
。

島
津
製
作
所
と
い
え
ば
、
初
代
島
津
源
蔵
が
明
治

一
〇
年
に
軽
気
球
を
飛
ば
す
実
験
に
取
り
組
ん
で
成
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功
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
で
知
ら
れ
、
近
代
日
本
に

お
け
る
自
然
科
学
普
及
史
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
。
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
を
出
し
た
こ
と
で
も
話
題
と
な
っ

た
。
欧
米
の
実
験
機
器
と
と
も
に
、
そ
の
島
津
製
作

所
が
製
作
し
た
実
験
機
器
の
図
版
が
少
な
か
ら
ず
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
魅
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。

『

科
学
と
と
も
に
百
二
十
年

島
津
製
作
所
の
歩
み』

(
D
H
22-G

72
)

な
ど
、
島
津
製
作
所
の
社
史
と
併

せ
て
見
れ
ば
、
興
味
も
倍
増
で
あ
る
。

解
説
な
ど
は
簡
略
で
、
詳
細
な
歴
史
的
背
景
な
ど

は
別
の
資
料
で
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
弱

点
は
あ
る
が
、
そ
の
分
、
見
や
す
く
大
き
な
活
字
で

組
ま
れ
て
い
る
上
に
、
英
語
解
説
も
加
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
実
験
機
器
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
発
注

書
な
ど
関
連
す
る
文
書
も
紹
介
し
た
り
、
記
述
に
納

入
価
格
を
加
え
る
な
ど
、
そ
の
機
器
を
多
角
的
に
捉

え
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
大
学

に
残
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
た
様
々
な
モ
ノ
に
、
新
し
い

意
味
と
価
値
を
与
え
、
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ

と
は
、
大
学
博
物
館
の
一
つ
の
役
割
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
本
書
は
、
東
京
中
心
に
語
ら
れ
が
ち
な
自
然
科

学
受
容
・
教
育
の
歴
史
に
別
の
視
点
を
与
え
る
こ
と

で
、
そ
れ
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(

大お
お

場ば

利と
し

康や
す)
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

������� 当館の最近の動き

平
成
一
六
年
度
第
一
回
中
央
館
・
支
部
図

書
館
協
議
会
の
終
了
に
つ
い
て

平
成
一
六
年
五
月
二
四
日
午
後
二
時
か
ら
三
時

五
分
ま
で
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に

お
い
て
標
記
協
議
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
代

理
を
含
め
支
部
図
書
館
長
二
四
名
お
よ
び
総
務
部

長
を
は
じ
め
と
す
る
当
館
職
員
で
あ
っ
た
。

議
題
の

｢

平
成
一
七
年
度
国
会
図
書
館
支
部
庁

費
予
算
概
算
要
求

(

案)

に
つ
い
て｣

で
は
、
①

平
成
一
七
年
度
支
部
庁
費
予
算
概
算
要
求
に
お
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
情
報
と
し
て
人
物
情
報
の

コ
ン
テ
ン
ツ
導
入
に
係
る
経
費
に
つ
き
全
館
統
一

要
求
を
行
う
こ
と
、
②
平
成
一
八
年
度
以
降
の
要

求
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
情

報
の
段
階
的
整
備
に
必
要
な
支
部
庁
費
予
算
の
増

額
に
つ
き
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
に
つ
い
て
提
案

を
行
い
、
①
②
と
も
了
承
さ
れ
た
。
各
館
か
ら
は
、

電
子
化
の
進
展
が
著
し
い
中
で
、
全
館
統
一
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
情
報
導
入
の
た
め
の
経
費
を
要

求
す
る
意
義
は
大
き
い
、
人
物
情
報
は
利
用
価
値

が
高
く
有
効
で
あ
る
、
平
成
一
八
年
度
以
降
の
検

討
に
お
い
て
も
共
通
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
の
選
定
を
要
望
す
る
、
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

ま
た
、
報
告
で
は
、
平
成
一
六
年
四
月
か
ら
稼

働
を
開
始
し
た
国
立
国
会
図
書
館
中
央
館
・
支
部

図
書
館
総
合
シ
ス
テ
ム
の
現
況
、
支
部
図
書
館
各

館
に
お
け
る
電
子
化
の
実
施
計
画
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
四
〇
号

Ａ
４

九
三
頁

ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
上
院
に
お
け
る
立
法
手
続

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
履
行
の
た
め
の
各
国

の
国
内
法
的
措
置

Ｎ
Ｐ
Ｏ
税
制
の
概
要
と
課
題

裁
判
員
制
度
―
主
要
論
点
に
対
す
る
各
界
の

提
案
・
意
見

(

資
料)

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



は
じ
め
に

酸
性
紙
問
題
が
、
わ
が
国
で
提
起
さ
れ
て
か
ら
約
二
〇
年
が
経
つ
。

酸
性
紙
と
は
、
洋
紙
の
製
造
工
程
で
加
え
ら
れ
る
薬
剤
に
よ
り
酸
性

を
示
す
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
紙
中
の
酸
が
紙
の
繊
維
の
劣
化
を
早
め
、

書
物
を
崩
壊
さ
せ
る

(

写
真)

こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
問
題
は
、
酸

性
紙
問
題
と
し
て
、
各
方
面
の
関
心
を
集
め
た
。
そ
の
後
、
図
書
館

界
の
内
外
で
、
多
く
の
資
料
保
存

関
係
者
が
、
寿
命
の
永
い
中
性
紙

の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。
幸
い

出
版
・
製
紙
業
界
の
理
解
と
協
力

も
得
ら
れ
、
書
籍
用
紙
の
中
性
紙

化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
当
館

で
も
、
一
九
八
六
年
か
ら
中
性
紙

の
普
及
状
況
を
調
査
し
、
調
査
結

果
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
保
存
性

の
高
い
中
性
紙

(

注
１)

や
パ
ー
マ

ネ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー(

注
２)

の
生
産
・

使
用
を
呼
び
か
け
て
き
て
い
る
。

中
性
紙
使
用
率
調
査
は
、
第
一
回

(

一
九
八
六
年)

か
ら
第
一
〇

回

(

一
九
九
五
年)

ま
で
は
官
庁
出
版
物
と
民
間
出
版
物
の
図
書
を

対
象
に
毎
年
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
第
一
一
回

(

一
九
九
六
年)

か

ら
は
、
第
一
〇
回
の
民
間
出
版
物
の
図
書
の
中
性
紙
使
用
率
が
八
割

に
近
く
な
っ
た

(

七
九
・
三
％)

こ
と
を
受
け
て
民
間
出
版
物
の
調

査
は
四
年
に
一
度
と
し
、
官
庁
出
版
物
の
図
書
と
逐
次
刊
行
物
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
前
回
の
民
間
出
版
物
の
調
査
は
、
第

一
四
回

(

一
九
九
九
年)

で
、
図
書
の
中
性
紙
使
用
率
は
八
一
・
四

％
、
逐
次
刊
行
物

(

初
調
査)

は
六
〇
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

収
集
部
資
料
保
存
課
で
は
、
最
新
動
向
を
調
べ
る
た
め
二
〇
〇
三

年
一
〇
月
に
第
一
七
回
調
査
を
実
施
し
た
。
今
回
は
第
一
六
回

(

二
〇
〇
一
年)

同
様
、
官
庁
出
版
物
の
図
書
と
逐
次
刊
行
物
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
四
年
ぶ
り
に
民
間
出
版
物
の
図
書
と
逐
次
刊
行

物
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。

中
性
紙
使
用
率
調
査
の
結
果
は
、
調
査
の
都
度
本
誌
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/

―

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て
―
資
料
の
保
存
―
最
新
情
報
―
ニ
ュ
ー

ス)

で
も
公
開
し
て
い
る
。
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中

性

紙

使

用

率

が

九

割

に

！

第
一
七
回

新
刊
資
料
pH
調
査
結
果
報
告

収
集
部
資
料
保
存
課



一.

調
査
対
象
資
料
と
調
査
方
法

調
査
対
象
資
料
と
し
て
、
図
書
は
二
〇
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
、
二
〇
〇
三
年
九
月
八
日
ま
で
に
当
館
が
受
入
れ
・
整
理

を
終
え
た
九
八
、
四
六
五
冊
か
ら
中
央
官
庁
出
版
物
三
・
五
％

(

二
五
五
冊)
、
地
方
自
治
体
出
版
物
三
・
五
％

(

二
二
六
冊)

、
民

間
出
版
物
一
・
五
％

(

一
、一
七
七
冊)

の
割
合
で
無
作
為
抽
出
し

た
。
ま
た
逐
次
刊
行
物
は
、
同
日
現
在
継
続
受
入
れ
中
の
四
八
、二
九
九

種
か
ら
中
央
官
庁
出
版
物
三
・
二
％

(

一
八
六
種)

、
地
方
自
治
体

出
版
物
三
・
二
％

(

三
八
四
種)
、
民
間
出
版
物
三
・
二
％

(

九
四
六

種)

の
割
合
で
無
作
為
抽
出
し
た

(

各
種
と
も
二
〇
〇
二
年
刊
行
の

も
の
か
ら
任
意
の
一
冊
を
調
査)
。
こ
の
調
査
対
象
資
料
の
中
か
ら
、

コ
ー
ト
紙
本
や
利
用
中
の
資
料
を
除
い
た
図
書
一
、四
一
一
冊
、
逐

次
刊
行
物
一
、〇
一
七
冊
を
中
性
紙
チ
ェ
ッ
ク
ペ
ン

(

日
研
化
学
研

究
所
製)

を
使
用
し
て
調
査
し
、
集
計
を
行
っ
た

(

図
１)

。

今
回
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
官
庁
出
版
物
・
民
間
出
版
物
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
抽
出
割
合
を
設
定
し
て
調
査
条
件
の
統
一
を
は
か
っ
た
。

コ
ー
ト
紙
は
従
来
と
同
じ
く
対
象
資
料
か
ら
外
し
て
調
査
を
行
っ
た
。

コ
ー
ト
紙
は
原
紙
の
表
面
に
塗
料
が
塗
布
さ
れ
原
紙
の
繊
維
が
隠
れ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
チ
ェ
ッ
ク
ペ
ン
で
は
調
査
が
不
可
能
な
た
め
で

あ
る
。
今
回
の
調
査
の
対
象
資
料
中
で
は
、
コ
ー
ト
紙
本
は
図
書

二
三
〇
冊

(

官
庁
八
四
冊
、
民
間
一
四
六
冊)

、
逐
次
刊
行
物
三
一
四

冊

(

官
庁
六
八
冊
、
民
間
二
四
六
冊)

、
計
五
四
四
冊
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
調
査
対
象
資
料(

図
書
一
、六
五
八
冊
、
逐
次
刊
行
物
一
、五
一
六

冊)

中
の
一
七
・
一
％
で
、
前
回
の
一
七
・
八
％
か
ら
は
減
少
し
た

が
、
民
間
の
逐
次
刊

行
物
だ
け
に
限
っ
て

い
え
ば
コ
ー
ト
紙
使

用
率
は
二
六
・
〇
％

に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
の
統
計

(

注
３)

に
よ
る
と
、

微
塗
工
・
塗
工
印
刷

用
紙(

コ
ー
ト
紙)

の

二
〇
〇
二
年
の
生
産

量
は
前
年
比
一
・
七

％
増
で
あ
り
、
今
後

増
加
傾
向
が
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
調
査
方

法
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
第
一
二
回

(

一
九
九
七
年)

か

ら
行
っ
て
い
る
再
生

紙
の
中
性
紙
使
用
率

調
査
も
引
き
続
き
行
っ

た
。
調
査
は
、
前
付
、

奥
付
付
近
に
再
生
紙

519号／2004⑥ 国立国会図書館月報― 15―

図１ 調査資料の内訳 (図＝図書､ 逐＝逐次刊行物) (単位：冊)

中 性 紙
2,219

(図：1,335 逐：884)

酸性紙
209
(図：76
逐：133)

コート紙
544

(図＝230
逐＝314)

利用中
202
(図：17
逐：185)

中性紙使用率調査2,428 (76.5%)
(図：1,411 逐：1,017)

再生紙使用率調査2,972 (93.6%)
(図：1,641 逐：1,331)

調査不能202
(6.4％)

(図：17 逐：185)

調査不能746 (23.5％)
(図：247 逐：499)



使
用
マ
ー
ク
あ
る
い
は
記
載
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
行
っ
た
。

古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
の
統
計

(

注
４)

に
よ
る
と
、
製
紙
原
料

に
お
い
て
古
紙
の
割
合
は
増
加
を
続
け
、
二
〇
〇
二
年
は
前
年
比

一
・
六
％
増
の
五
九
・
六
％

(

紙
三
六
・
二
％
、
板
紙
九
一
・
一
％)

で
、
紙
に
つ
い
て
の
み
見
る
と
、
二
〇
〇
二
年
の
三
六
・
二
％
は
、

前
年
よ
り
も
二
・
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三

年
に
は
六
〇
・
二
％

(
紙：

三
六
・
五
％
、
板
紙：

九
二
・
三
％)

と
つ
い
に
六
割
を
超
え
た
。

二.

調
査
結
果

今
回
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
全
体

の
中
性
紙
使
用
率
は
九
一
・
四
％
と
、
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
九

割
を
超
え
た
。
以
下
、
全
体
の
傾
向
、
図
書
、
逐
次
刊
行
物
、
再
生

紙
に
つ
い
て
個
別
に
見
て
い
く
。

【
全
体
の
傾
向
】

過
去
五
回
の
調
査
で
の
図
書
と
逐
次
刊
行
物
を
合
わ
せ
た
中
性
紙

使
用
率
の
動
向
は
図
２
で
あ
る
。
官
庁
出
版
物
は
毎
回
着
実
に
伸
び

て
お
り
、
四
年
ぶ
り
の
調
査
と
な
っ
た
民
間
出
版
物
も
同
様
に
伸
び
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表１ pH調査結果 (全体)

中性紙 酸性紙 計

図 書

中央官庁
235冊
97.1％

７冊
2.9％

242冊
100％

地 方
自 治 体

144冊
96.0％

６冊
4.0％

150冊
100％

官庁小計
379冊
96.7％

13冊
3.3％

392冊
100％

民 間
956冊
93.8％

63冊
6.2％

1,019冊
100％

計
1,335冊
94.6％

76冊
5.4％

1,411冊
100％

逐 次
刊行物

中央官庁
119冊
87.5％

17冊
12.5％

136冊
100％

地 方
自 治 体

242冊
88.3％

32冊
11.7％

274冊
100％

官庁小計
361冊
88.0％

49冊
12.0％

410冊
100％

民 間
523冊
86.2％

84冊
13.8％

607冊
100％

計
884冊
86.9％

133冊
13.1％

1,017冊
100％

合 計
2,219冊
91.4％

209冊
8.6％

2,428冊
100％

図２ 過去５回調査の中性紙使用率動向
(図書＋逐次刊行物)
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て
ど
ち
ら
も
九
〇
％
を
上
回
っ
た
。
ま
た
、
従
来
中
央
官
庁
刊
行
物

よ
り
も
地
方
自
治
体
刊
行
物
の
中
性
紙
使
用
率
の
方
が
高
い
傾
向
が

あ
り
、
前
回
調
査
で
は
図
書
・
逐
次
刊
行
物
と
も
一
〇
％
前
後
の
開

き
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
中
央
官
庁
の
伸
び
が
顕
著
で
図
書
で
は
地

方
自
治
体
を
追
い
抜
い
た
。

【
図
書
】

図
書
の
過
去
五
回
の
調
査
で
の
中
性
紙
使
用
率
動
向
は
図
３
で
あ

る
。
動
向
は
、
全
体
の
傾
向
と
似
て
い
る
が
、
前
述
の
と
お
り
中
央

官
庁
の
伸
び
が
著
し
い
。
今
回
の
中
央
官
庁
・
地
方
自
治
体
合
わ
せ

た
図
書
の
中
性
紙
使
用
率
は
九
六
・
七
％
で
、
前
回
の
八
〇
・
四
％

よ
り
も
一
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
な
り
、
中
央
・
地
方
と
も
民
間

出
版
物
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

【
逐
次
刊
行
物
】

逐
次
刊
行
物
の
過
去
五
回
の
調
査
で
の
中
性
紙
使
用
率
動
向
は

図
４
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
中
央
官
庁
の
上
昇
が
大
き
く
影
響
し
て
中

央
・
地
方
合
わ
せ
た
官
庁
の
逐
次
刊
行
物
の
中
性
紙
使
用
率
は

八
八
・
〇
％
と
な
り
、
前
回
の
七
九
・
七
％
よ
り
八
・
三
ポ
イ
ン
ト

も
高
く
な
っ
た
。
中
性
紙
使
用
で
先
行
し
て
い
た
地
方
自
治
体
に
中
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図４ 過去５回調査の逐次刊行物の中性紙
使用率動向
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使用率動向
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央
官
庁
が
完
全
に
追
い
つ
い
て
き
た
と
い
え
る
。
民
間
出
版
物
と
の

比
較
で
は
、
従
来
ど
お
り
官
庁
出
版
物
が
民
間
の
中
性
紙
使
用
率
を

上
回
っ
て
い
る
。

【
再
生
紙
】

再
生
紙
の
調
査
は
、
中
性
紙
、
酸
性
紙
そ
し
て
コ
ー
ト
紙
を
含
め

た
二
、九
七
二
冊
を
対
象
に
行
っ
た
。
う
ち
再
生
紙
の
割
合
は
七
・
四

％
、
二
二
〇
冊
で
あ
っ
た

(

表
２)

。
今
回
は
民
間
出
版
物
も
調
査

し
て
い
る
の
で
、
前
回
の
官
庁
出
版
物
だ
け
の
再
生
紙
利
用
率

一
六
・
〇
％
と
比
べ
る
と
低
い
が
、
今
回
も
官
庁
出
版
物
全
体
の
再

生
紙
利
用
率
は
二
〇
・
六
％
で
あ
り
、
中
央
官
庁
は
前
回
の
一
・
八

％
か
ら
今
回
は
八
・
一
％
と
著
し
く
上
昇
し
た
。

平
成
一
二
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た

｢

国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の

調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律｣

(

い
わ
ゆ
る

｢
グ
リ
ー
ン
購
入
法｣)

、

平
成
一
三
年
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢

環
境
物
品
等
の
調
達
の
推

進
に
関
す
る
基
本
方
針｣

に
よ
り
、
官
庁
は
古
紙
配
合
率
七
〇
％
以

上
の
印
刷
用
紙
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
調
査
結
果
は
、

こ
の
影
響
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述

の
よ
う
に
再
生
紙
の
使
用
率
調
査
は
再
生
紙
使
用
マ
ー
ク
あ
る
い
は

記
載
を
確
認
す
る
こ
と
で
行
っ
て
お
り
、
再
生
紙
の
表
示
を
わ
ざ
わ

ざ
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
再
生
紙
を
使
用
し
た

資
料
は
、
表
２
に
あ
る
二
二
〇
冊
よ
り
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

再
生
紙
は
古
紙
を
再
利
用
し
て
い
る
の
で
、
バ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ

(

木
材
か
ら
作
ら
れ
る
パ
ル
プ
で
製
紙
過
程
に
お
い
て
ま
だ
一
度
も

519号／2004⑥国立国会図書館月報 ― 18―

表２ 再生紙の使用率

調査対象資料
(中性紙＋酸性紙
＋コート紙)

再 生 紙 使 用 率

中央官庁出版物
418冊

(354＋24＋40)
34冊

(内７冊コート紙)
8.1％

地方自治体出版物
536冊

(386＋38＋112)
163冊

(内26冊コート紙)
30.4％

官庁小計
954冊

(740＋62＋152)
197冊

(内33冊コート紙)
20.6％

民間出版物
2,018冊

(1,479＋147＋392)
23冊

(内４冊コート紙)
1.1％

計
2,972冊

(2,219＋209＋544)
220冊

(内37冊コート紙)
7.4％



使
用
さ
れ
て
い

な
い
も
の)

を

使
用
し
た
紙
よ

り
も
強
度
が
低

下
し
が
ち
で
あ

る
。
だ
が
、
中

性
の
再
生
紙
の

方
が
、
酸
性
の

再
生
紙
よ
り
も

寿
命
が
永
い
の

は
、
バ
ー
ジ
ン

パ
ル
プ
で
作
ら

れ
た
紙
と
同
様

で
あ
る
。
再
生

紙
を
使
用
す
る
際
に
は
、
再
生
紙
の
な
か
で
も
中
性
紙
を
使
用
す
る

の
が
望
ま
し
い
。
今
回
の
再
生
紙
の
中
性
紙
使
用
率
は
九
三
・
三
％

で
、
前
回
よ
り
も
一
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
高
い
。
過
去
五
回
の
官
庁
出

版
物
の
中
性
の
酸
性
紙
使
用
の
動
向
は
図
５
の
と
お
り
で
、
順
調
に

中
性
紙
使
用
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
後
も
こ
の
傾

向
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

お
わ
り
に

出
版
物
の
中
性
紙
使
用
率
は
、
民
間
出
版
物
が
高
く
官
庁
出
版
物

が
低
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
き
た
が
、
そ
の
差
は
徐
々
に
小
さ
く

な
り
、
今
回
初
め
て
図
書
に
つ
い
て
は
官
庁
出
版
物
が
民
間
出
版
物

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。
出
版
物
の
寿
命
を
永
く
延
ば
す
た
め
、

書
籍
用
紙
を
一
日
で
も
早
く
中
性
紙
に
切
り
替
え
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
調
査
も
、
中
性
紙
使
用
率
が
九
割
に
達
し

た
こ
と
で
、
当
初
の
目
的
が
、
ほ
ぼ
実
現
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
今
後
官
庁
出
版
物
に
つ
い
て
も
、
民
間
出

版
物
と
同
じ
く
、
中
性
紙
使
用
率
調
査
は
四
年
に
一
回
と
し
、
も
う

し
ば
ら
く
動
向
を
見
守
り
た
い
。
次
回
調
査
は
、
官
庁
出
版
物
に
つ

い
て
は
二
〇
〇
五
年
度
、
民
間
出
版
物
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
度

を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
紙
資
料
を
長
期
保
存
し
て
い
く
上
で
の
再
生
紙
等
の
問

題
点
を
整
理
し
、
新
た
な
問
題
設
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注
１

中
性
サ
イ
ズ
剤
を
用
い
て
抄
紙
さ
れ
た
紙
で
、
酸
性
紙
に
対
す
る
語
。

当
館
の
調
査
で
は
pH
値
六
・
五
以
上
を
中
性
紙
と
し
て
い
る
。

注
２

中
性
紙
の
中
で
も
、
pH
値
七
・
五
〜
一
〇
・
〇
の
ア
ル
カ
リ
性
で
、

酸
性
化
を
防
ぐ
た
め
の
ア
ル
カ
リ
物
質
を
二
％
以
上
含
む
な
ど
、
一
定
の

水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

注
３

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計
部
編

『

紙
・
パ
ル
プ
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
統
計
年
報』

平
成
一
四
年

注
４

財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ
ー

『

古
紙
統
計
年
報』

二
〇
〇
三

年
版
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図５ 過去５回調査での官庁出版物における
再生紙の中性紙使用率動向
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一

は
じ
め
に

第
一
六
回
保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
一
六
年
二
月
二
七
日
、
当

館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

図
書
館
資
料
の
被
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
手
が
か
り
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
先
駆
的
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

(

注)

(

以
下

全
史
料
協)

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
講
演
と
、
参
加
者
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
講
師
は
、
同
協
議
会
資
料
保
存
委
員
会
委
員

長
・
松
本
市
文
書
館
長
小
松
芳
郎
氏
、
参
加
者
は
七
一
名

(

う
ち
館

外
か
ら
は
図
書
館
員
・
文
書
館
員
等
三
六
名)

で
あ
っ
た
。

(

注)

歴
史
資
料
の
保
存
利
用
活
動
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

図
書
館
・
市
史
編
纂
室
等
を
含
む
四
九
二
の
個
人
・
機
関
の
会
員
で
構
成

さ
れ
た
全
国
団
体
で
あ
り
、
六
つ
あ
る
委
員
会
の
う
ち
の
一
つ
が
資
料
保

存
委
員
会

(

平
成
一
二
年
度
ま
で
の
名
称
は

｢

防
災
委
員
会｣)

で
あ
る
。

二

資
料
の
被
災
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

講
演
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
来
、
被
災
情
報
の
収
集
、
蓄
積

と
提
供
を
行
っ
て
き
た
全
史
料
協
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
、
全
史
料
協
が
文
書
館
・
図
書
館
の
防
災
研
修
用
に
作

成
し
た
ビ
デ
オ

『

そ
の
と
き
あ
な
た
は
ど
う
す
る

文
書
館
・
図
書

館
の
防
災
対
策

緊
急
対
応
編』

か
ら
、
不
要
資
料
を
書
架
に
置
い

て
燃
や
し
た
実
験
の
部
分
が
上
映
さ
れ
、
被
災
現
場
に
お
け
る
資
料

の
被
害
把
握
の
方
法
、
記
録
の
取
り
方
等
が
実
地
に
即
し
て
紹
介
さ

れ
た
。

全
史
料
協
資
料
保
存
委
員
会
で
は
毎
年
一
回
、
資
料
被
災
に
関
す

る
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
会
合
を
開
催
し
て
い
る
。
定
期
的
に
開
催

し
て
そ
れ
ら
の
記
録
を
刊
行

(

公
表)

す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
が

共
有
で
き
、
会
合
に
参
加
し
な
か
っ
た
館
で
も
、
自
館
が
被
害
を
受

け
た
際
に
尋
ね
る
相
手
や
頼
れ
る
機
関
が
わ
か
る
、
自
館
の
防
災
対

策
の
見
直
し
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り

｢

自
分
の
館
を
守
る
こ

と
は
他
館
も
守
る
こ
と｣

に
な
る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
被
災
資
料
救
済
に
必
要
な
最
低
限
の
防
災
用
具
の
整
備
に
つ

い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『

書
庫
の
救
急
箱
―
イ
ザ
と
い
う
時
の
防
災

ミ
ニ
知
識
―』

(

全
史
料
協
編

一
九
九
八
年)

が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
前
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
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第
一
六
回

保
存
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

災
害
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
に
お
け
る
資
料
被
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
む
け
て



が
(

本
誌
五
〇
六
号

(

二
〇
〇
三
年
五
月)

参
照)

、
今
回
は
身
を

守
る
こ
と
と
記
録
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
水
に
濡
れ
た
資
料
へ
の
対

応
法
が
紹
介
さ
れ
た
。
防
災
用
具
の
中
に
は
複
数
機
関
で
分
担
し
て

整
備
し
て
お
き
、
被
災
の
際
に
近
隣
の
機
関
で
相
互
に
持
ち
寄
り
で

き
る
も
の
も
あ
り
、
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

三

市
町
村
合
併
と
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て

災
害
と
同
じ
よ
う
な
危
険
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
市
町
村
合
併
に

伴
う
公
文
書
等
の
安
易
な
廃
棄
や
散
逸
の
問
題
が
講
師
に
よ
り
提
起

さ
れ
た
。
全
史
料
協
は
平
成
一
三
年
に
総
務
大
臣
に
対
し
、｢

市
町

村
合
併
に
お
け
る
公
文
書
等
の
保
存
に
つ
い
て

(

要
請)｣

を
提
出

し
公
文
書
等
の
引
継
ぎ
の
円
滑
化
と
保
存
の
徹
底
を
要
請
し
た
。
総

務
省
は
各
都
道
府
県
に
こ
の
要
請
を
伝
え
、
市
町
村
に
も
周
知
す
る

よ
う
通
達
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
日
本
図
書
館
協
会
で
も

｢

市
町
村

合
併
時
に
お
け
る
資
料
の
廃
棄
に
つ
い
て
慎
重
な
取
り
組
み
を
求
め

る
ア
ピ
ー
ル｣

を
出
し
て
い
る
。
講
演
で
は
、
町
村
合
併
促
進
法

(

昭
和
二
八
年
か
ら
三
年
間
の
時
限
立
法)

に
基
づ
い
た

｢
昭
和
の

大
合
併｣

時
に
、
適
切
に
保
存
さ
れ
な
か
っ
た
公
文
書
の
状
況
や
そ

の
修
復
の
様
子
も
紹
介
さ
れ
た
。

講
演
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
文
書
保
存
、
資
料
保
存
に
関
す
る

図
書
館
界
と
文
書
館
界
と
の
連
携
の
必
要
性
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
大
き
な
も
の
を
つ
く
っ
て
安
心
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
う

｢

使

う
か｣

が
大
切
で
あ
り
、
文
書
保
存
の
重
要
性
を
機
関
レ
ベ
ル
で
は

な
く
、
各
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
、
様
々
な
場
で
の

広
報
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

四

図
書
館
界
の
取
組
み
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
で
は
、
ま
ず
日
本
図
書
館
協
会
事
務
局
長
の
松
岡
要
氏

か
ら
、
図
書
館
界
に
お
け
る
資
料
被
災
情
報
の
収
集
状
況
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
情
報
提
供
、
対
応
体
制
な
ど
同
協
会
の
取
組
み
状

況
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
被
災
情
報
の
収
集
・
共
有
活

動
上
の
問
題
点
、
今
後
の
取
組
み
へ
の
質
問
が
あ
り
、｢

全
史
料
協

と
し
て
も
情
報
収
集
の
取
り
ま
と
め
は
で
き
る
が
、
被
災
地
へ
直
接
、

人
や
物
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
、

直
接
援
助
は
で
き
な
く
て
も
、
被
災
館
の
近
く
で
援
助
が
得
ら
れ
る

団
体
等
を
紹
介
し
、
結
び
つ
け
る
機
能
は
持
て
る
。｣

と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
米
国
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
周
辺
に
お
け
る
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
紹
介
や
、
市
町
村
が
合
併
さ
れ
る
際
の
当
事
者
で
あ
る

文
書
館
の
心
構
え
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
防
災
に
関
す
る
国

際
協
力
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
団
体
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
文
書
館
界
に
お
け
る
被
災
情
報
の
収

集
、
蓄
積
と
提
供
に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
て
、
図
書
館
界
の
取
組

み
の
現
状
や
課
題
、
図
書
館
と
文
書
館
と
の
協
力
等
多
様
な
テ
ー
マ

で
の
発
言
が
あ
っ
た
。
被
災
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
て

の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
館
内
外
の
参
加
者
に
刺
激
と
示
唆
を

与
え
る
も
の
で
あ
り
、
当
館
の
資
料
保
存
計
画
の
推
進
に
と
っ
て
も

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

(

収
集
部
資
料
保
存
課)
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図
書
館
員
を
対
象
と
し
た
研
修
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

一.

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
図
書
館
員
を
対
象
と
す
る
研
修
の
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
、
平
成
一
四
年
四
月
の
関
西
館
開
庁
に
伴
う
組
織

機
構
再
編
成
に
よ
り
、
国
内
外
の
図
書
館
員
へ
の
研
修
事
業
を
図
書

館
協
力
事
業
の
柱
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
関
西

館
事
業
部
図
書
館
協
力
課
に
研
修
交
流
係
を
設
け
、
同
係
を
中
心
に
、

研
修
事
業
の
企
画
、
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

当
館
に
お
け
る
館
外
の
図
書
館
員
を
対
象
と
す
る
研
修
は
、
平
成

一
三
年
度
以
前
に
は
、
当
館
職
員
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
た

｢

図
書
館
情
報
学
研
修｣

を
聴
講
の
形
で
館
外
の
図
書
館
員
に
公
開

し
て
い
た
ほ
か
は
、｢

資
料
保
存
研
修｣

｢

図
書
館
協
力
セ
ミ
ナ
ー｣

｢

日
本
研
究
司
書
研
修｣

の
み
で
あ
っ
た

(

注
１)

。

平
成
一
四
年
度
か
ら
は
、
当
館
の
所
蔵
す
る
特
色
の
あ
る
資
料

(

古
典
籍
資
料
、
法
令
議
会
資
料
、
官
庁
資
料
、
新
聞
資
料
、
地
図

資
料
な
ど)

や
当
館
の
各
種
図
書
館
業
務
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
知

識
・
技
術

(

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
資
料
組
織
化
な
ど)

を
も
と
に
、
ま

た
、
電
子
図
書
館
事
業
等
、
近
年
の
図
書
館
界
に
お
け
る
大
き
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
適
宜
、
研
修
内
容
に
取
り
入
れ
て
、
研
修
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

二.

研
修
の
企
画

研
修
の
企
画
に
際
し
て
は
、
国
内
外
の
図
書
館
お
よ
び
図
書
館
員

の
研
修
へ
の
要
望
や
図
書
館
界
の
動
向
を
考
慮
し
て
研
修
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
部
署
や
場
合
に
よ
っ
て
は
館
外
の
図

書
館
情
報
学
関
係
者
の
意
見
を
参
考
に
、
研
修
科
目
や
内
容
、
時
間

割
等
を
作
成
し
て
い
る
。

研
修
で
は
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
演
習
・
実
習
を
適
宜
取
り
入
れ
、

受
講
生
に
は
、
頭
と
手
を
使
っ
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
内
容
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
内
容
に
演
習
等
を
含
む
こ
と
と
研
修
を
よ
り
効
果
的

な
も
の
と
す
る
た
め
、
各
研
修
の
募
集
定
員
は
小
人
数

(

二
〇
名
程

度)

で
あ
る
。

研
修
の
講
師
は
、
主
と
し
て
、
研
修
テ
ー
マ
と
な
っ
た
資
料
や
業

務
を
所
掌
す
る
部
署
の
職
員
が
担
当
す
る
が
、
研
修
テ
ー
マ
に
関
す

る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
や
理
論
等
に
つ
い
て
は
、
館
外
の
専
門
家
・
研

究
者
に
も
講
義
を
依
頼
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
の
テ
ー
マ
設
定
に
お
い
て
は
、
平
成
一
一
年
度
に

図
書
館
協
力
部
図
書
館
研
究
所

(

当
時)

が
実
施
し
た
公
共
図
書
館

お
よ
び
同
図
書
館
職
員
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(

注
２)

も
参
考
に
研
修
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
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三.

一
五
年
度
の
研
修
事
業

当
館
が
、
平
成
一
五
年
度
に
国
内
の
図
書
館
員

(

行
政
司
法
各
部

門
の
支
部
図
書
館
職
員
を
除
く)

を
対
象
に
実
施
し
た
研
修
は
、
表

１
の
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
、
図
書
館
協
力
課
の
担
当
し
た
研
修

(

☆
印)

に
つ
い
て
報
告
す
る

(

注
３)

。
な
お
、
表
１
に
あ
げ
た
研

修
の
ほ
か
に
当
館
の
図
書
館
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
や
利
用
の

際
の
注
意
点
等
を
説
明
す
る

｢

図
書
館
員
の
た
め
の
利
用
ガ
イ
ダ
ン

ス｣

を
実
施
し
た

(

本
誌
五
一
一
号
参
照)

。

ま
た
、
海

外
の
図
書
館

員
等
を
対
象

に
し
た
研
修

と
し
て
、
国

際
交
流
基
金

と
共
催
で

｢
日
本
研
究

情
報
専
門
家

研
修｣
を
実

施
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い

て
は
、
本
誌

五
〇
五
号
、

五
一
五
号
で

報
告
し
て
い

る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

(

一)

古
典
籍
研
修

(

表
２)

古
典
籍
資
料
の
組
織
化
や
電
子
化
に
よ
る
提
供
に
つ
い
て
の
知
識

や
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、

古
典
籍
研
修
を
実
施
し
た
。
今
回

の
研
修
で
は
、
国
内
で
は
類
例
が

少
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、
古
典

籍
資
料
の
う
ち
、
西
洋
古
典
籍
で

は
な
く
、
和
漢
古
典
籍
を
対
象
と

し
た
。

｢

古
典
籍
資
料
概
説｣

で
は
、

早
稲
田
大
学
熊
野
文
化
研
究
所
客

員
教
授
岡
崎
久
司
氏
を
講
師
に
招

き
、
古
典
籍
資
料
調
査
の
様
子
や
、

資
料
の
細
部
か
ら
そ
の
資
料
の
素

性
を
解
き
明
か
し
て
い
く
様
子
等

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。｢

和
漢
古
書
目
録
法｣

で
は
、
当
館
古
典

籍
課
職
員
が
、
目
録
作
業
上
の
課
題
、
目
録
作
成
の
実
際
お
よ
び
目

録
記
載
上
の
問
題
点
を
、
実
例
を
紹
介
し
つ
つ
取
り
上
げ
た
。

二
日
目
は
、
い
ず
れ
も
当
館
古
典
籍
課
職
員
が
講
師
と
な
っ
た
。

｢
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ｣

で
は
、
各
受
講
生
に
一
枚
ず
つ
錦

絵
を
用
意
し
、
原
資
料
と
当
館
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像

デ
ー
タ
や
撮
影
フ
ィ
ル
ム
と
の
比
較
等
を
行
い
、｢

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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平
成
16
年

３
月
11
〜
12
日

平
成
16
年

２
月
19
〜
20
日

平
成
16
年

１
月
22
〜
23
日

平
成
15
年

11
月
19
〜
20
日

平
成
15
年

10
月
23
〜
24
日

平
成
15
年

10
月
１
〜
２
日

日

程

法
令
議
会
資
料
・

官
庁
資
料
研
修

(

☆)

／
東
京
本
館

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研

修(

☆)

／
東
京
本

館 資
料
電
子
化
研
修

(

☆)

／
関
西
館

ア
ジ
ア
情
報
研
修

／
関
西
館

古
典
籍
研
修(

☆)

／
東
京
本
館

資
料
保
存
研
修
／

東
京
本
館

研
修
名
／
会
場

公
共
図
書
館
、
大
学

図
書
館
で
、
法
令
議

会
資
料
・
官
庁
資
料

を
担
当
す
る
職
員

公
共
図
書
館
で
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
を
担
当
す
る

職
員

公
共
図
書
館
、
大
学

図
書
館
で
資
料
電
子

化
を
担
当
す
る
職
員

ア
ジ
ア
情
報
関
連
業

務
を
担
当
す
る
図
書

館
職
員

公
共
図
書
館
、
大
学

図
書
館
で
古
典
籍
資

料
を
担
当
す
る
職
員

国
内
の
図
書
館
等
に

在
職
す
る
職
員

対

象

＜表１＞ 平成15年度 研修一覧

科 目 時間数

古典籍資料概説 ２時間

和漢古書目録法 �所蔵資料の概要
和漢古書目録法 �目録法総論
和漢古書目録法 �目録法の実際

計３時間

デジタルアーカイビング ２時間

コレクション紹介 1.5時間

書庫見学 0.5時間

懇 談 ２時間

＜表２＞ 古典籍研修



紹
介｣

で
は
、
当
館
の
主
要
和
漢
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
紹
介
と
そ
の
中

か
ら
貴
重
書
を
含
む
原
資
料
を
展
示
し
な
が
ら
説
明
し
た
。

懇
談
で
は
、
事
前
に
実
施
し
た
各
館
の
古
典
籍
資
料
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
も
と
に
、
保
存
対
策
、
破
損
時

の
修
復
、
担
当
職
員
の
研
修
体
制
、
収
集
等
の
各
館
の
状
況
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

(

二)

資
料
電
子
化
研
修

(

表
３)

所
蔵
資
料
の
電
子
化
に
つ
い
て
、
電
子
化
の
方
法
お
よ
び
電
子
化

に
関
す
る
課
題
と
解
決
へ
の
考
え
方
を
習
得
し
、
自
館
で
の
資
料
電

子
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
資
料
電
子
化
研
修
を
実
施
し
た
。

｢

電
子
図
書
館
の
現
状｣

で
は
、
当
館
電
子
図
書
館
課
職
員
が
、

国
内
外
の
電
子
図
書
館
の
歴
史
と
現
状
を
紹
介
し
、
資
料
電
子
化
の

過
程
や
課
題
を
整
理
し
て
提
示
し
た
。｢

明
治
期
刊
行
図
書
の
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
製
過
程｣

で
は
、
当
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
事
業
に
お
け
る
著
作
権
調
査
と
そ
の
処
理
、
画
像
デ
ー
タ
や

目
次
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
作
製
の
過
程
、
管
理
業
務
系
の
シ
ス
テ
ム
等

の
実
際
に
つ
い
て
説
明
し
た
。｢

ウ
ェ
ブ
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ｣

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
製
の
際
に
配
慮
す
べ
き
点
を
紹
介
し
た
。

｢

資
料
電
子
化
と
著
作
権｣

で
は
、
文
化
庁
長
官
官
房
国
際
課
渉

外
企
画
係
長
伊
佐
進
一
氏
を
講
師
と
し
て
、
資
料
電
子
化
に
関
係
す

る
著
作
権
の
問
題
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

｢

画
像
デ
ー
タ
の
作
製

(

１)

、(

２)｣

で
は
、
当
館
電
子
図
書
館

課
職
員
が
、
モ
ノ
ク
ロ
画
像
デ
ー
タ
、
彩
色
画
像
デ
ー
タ
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
そ
の
作

製
手
法
、
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等

の
基
礎
知
識
と
具
体
例

を
講
義
し
た
。
一
級
文

書
管
理
士
小
野
博
氏
に

よ
る｢

実
習
・
画
像
デ
ー

タ
の
取
り
扱
い｣

で
は
、

画
像
加
工
の
基
本
的
な

操
作
実
習
を
行
い
、
ま

た
、
圧
縮
や
補
正
に
よ

る
画
像
劣
化
に
つ
い
て
、

実
際
に
画
面
上
で
確
認

し
た
。

(

三)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

研
修

(

表
４)

公
共
図
書
館
に
お
い
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
を
担
当
す
る
中
堅
職

員
を
対
象
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
遂
行
す
る
上
で
の
問

題
解
決
に
役
立
つ
実
務
的
研
修
を
実
施
し
た
。

当
館
主
題
情
報
部
職
員
を
講
師
と
し
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
め
ぐ

る
今
日
の
課
題
の
整
理
と
問
題
点
の
提
示
を
行
っ
た
。
ま
た
、
社
会

科
学
系

(
法
律
・
政
治
を
除
く)

、
人
文
科
学
系
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
源
を
含
む
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ツ
ー
ル
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科 目 時間数

電子図書館の現状
－所蔵資料の電子化を中心に

1.5時間

明治期刊行図書の画像データベース作製過程 ２時間

資料電子化と著作権 1.5時間

ウェブ・アクセシビリティ 45分

画像データの作製
－手法､ フォーマット､ ソフトウェアの比較等�

２時間

画像データの作製
－手法､ フォーマット､ ソフトウェアの比較等�

1.5時間

実習・画像データの取り扱い 1.5時間

＜表３＞ 資料電子化研修



の
紹
介
を
行
っ
た
。

｢
最
新
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
理
論
と
適
用｣

で
は
、
玉
川
大
学
教
育
学

部
助
教
授
斎
藤
泰
則
氏
を
講
師
に
招
き
、
二
回
に
わ
た
る
講
義
の
中

で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
理
論
の
説
明
と
そ
の
理
論

に
基
づ
く
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
分
析
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
・
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
分
析
は
、

事
前
に
受
講
生
に
課
し
た
課
題
を
も
と
に
実
施
し
た
。

懇
談
で
は
、
受
講
生
の
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
の
利
用
者
へ
の
提
供
を
テ
ー
マ
に
、
す
で
に
実
施
し
て
い

る
館
か
ら
の
報
告
を
交
え
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

(

四)

法
令
議
会
資
料
・
官
庁
資
料
研
修

(

表
５)

法
令
議
会
資
料
お
よ
び
官
庁
資
料
に
つ
い

て
、
情
報
源
と
そ
の
利
用
方
法
を
把
握
し
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
法
令
議
会
資
料
・

官
庁
資
料
研
修
を
実
施
し
た
。

総
務
省
行
政
管
理
局
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

企
画
課
主
査
吉
澤
友
秀
氏
に
よ
る

｢

行
政
情

報
化
の
動
向｣

で
は
、
行
政
手
続
き
の
電
子

化
の
経
過
と
将
来
、
電
子
政
府
の
総
合
窓
口

の
利
用
法
に
つ
い
て
、｢

図
書
館
に
お
け
る

行
政
情
報
の
収
集
と
提
供｣

で
は
、
日
野
市

立
図
書
館
市
政
図
書
室
分
館
長
中
尾
順
一
氏

に
、
同
館
市
政
図
書
室
の
取
組
み
を
例
と
し

て
、
官
庁
資
料
の
収
集
と
提
供
の
た
め
の
工

夫
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

当
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
課
職
員
に
よ
る
科
目

で
は
、
日
本
の
官
庁
資
料
・
法
令
資
料
・
議
会
資
料
に
関
す
る
情
報

源
を
紹
介
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
に
重
点
を
置
き
、
当

館
議
会
官
庁
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
つ
つ
、
主
要
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
徴
と
活
用
法
を
説
明
し
た
。

い
ず
れ
の
研
修
も
、
実
例
に
基
づ
い
た
実
務
的
な
内
容
を
中
心
と

す
る
研
修
と
し
た
。
終
了
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
お
お
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研修風景

科 目 時間数

レファレンスを巡る今日の課題 ２時間

最新レファレンス理論と適用 計４時間

レファレンス・ツール�
社会科学系 (法律・政治を除く)

1.5時間

レファレンス・ツール� 人文科学系 ２時間

懇 談 1.5時間

＜表４＞ レファレンス研修

科 目 時間数

行政情報化の動向 ２時間

日本の官庁資料の検索 １､ ２ 計３時間

図書館における行政情報の収集と提供 ２時間

日本の法令資料・議会資料の検索 １～３ 計３時間

＜表５＞ 法令議会資料・官庁資料研修



む
ね
好
評
で
、
継
続
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
こ
と
を
み
て
も
、
こ
う

し
た
研
修
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
懇
談
や

質
疑
応
答
の
中
で
、
あ
る
い
は
、
講
義

の
中
で
の
事
例
紹
介
と
し
て
、
他
の
図

書
館
に
お
け
る
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
評
価
す
る
意
見
も
あ
り
、
研

修
が
、
単
に
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る

機
会
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
員
同
士
の

情
報
交
換
と
交
流
の
機
会
と
し
て
も
重

要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

四.

一
六
年
度
の
研
修
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
た
受
講
生
の
意
見
、

講
師
を
担
当
し
た
職
員
の
意
見
等
を
ふ

ま
え
、
平
成
一
六
年
度
の
研
修
計
画
を

作
成
し
た

(

表
６)

。
実
施
日
程
や
科

目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
、

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

図
書
館
員
の
ペ
ー

ジ｣

―

｢

図
書
館
へ
の
お
知
ら
せ｣

に

掲
載
し
て
い
く
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

『

図
書
館
協
力
ニ
ュ
ー
ス』

で
も
、
研

修
の
案
内
を
随
時
掲
載
す
る
の
で
、
未

登
録
の
図
書
館
は
登
録
を
お
願
い
し
た

い

(

前
述
の

｢

図
書
館
へ
の
お
知
ら
せ｣

か
ら
登
録
で
き
る
。)

。

平
成
一
五
年
度
に
実
施
し
た
研
修
の
レ
ジ
ュ
メ
・
資
料
は
、
全
部

で
は
な
い
が
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
を
準
備
中
で
あ
る
。
ま
た
、
一
六
年

度
以
降
の
研
修
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

五.

お
わ
り
に

研
修
事
業
を
開
始
し
て
二
年
が
経
過
し

た
。
研
修
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
は
、

個
々
の
研
修
に
つ
い
て
評
価
す
る
声
が
あ

る
一
方
、
当
館
の
研
修
全
体
に
対
し
て
、

体
系
的
な
研
修
の
実
施
を
求
め
る
声
が
あ
っ

た
。
研
修
事
業
の
今
後
を
考
え
て
行
く
上

で
、
継
続
性
と
体
系
性
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
た
、
図
書
館
界
に
お
い
て
高
ま
っ
て

い
る
、
図
書
館
員
の
研
修
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
図
書
館
員
の

研
修
や
情
報
専
門
家
養
成
に
関
す
る
動
向

を
調
査
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
研
修
等
を
実

施
し
て
い
る
国
内
の
諸
団
体
・
諸
機
関
と
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＜表６＞ 平成16年度研修計画

研修名 実施時期／会場 対象および定員

第８回資料保存研
修

平成16年７月８日(木)､
９日(金)／関西館

公共図書館職員､ 大学図書館職員､
専門図書館職員｡ 各日16名｡

図書館員のための
利用ガイダンス

平成16年７月21日(水)
／関西館

国内の公共・大学・専門の各図書館
において､ 当館の図書館へのサービ
ス (貸出し､ 複写､ レファレンス)
を利用する実務担当者｡ 60名程度｡

資料電子化研修 平成16年９月／関西館 公共図書館職員および大学図書館職
員で資料電子化を担当する者あるい
はこれから担当しようとする者｡ 20名｡

アジア情報研修 平成16年11月／関西館 専門図書館職員､大学図書館職員お
よび公共図書館職員｡ 20名｡

レファレンス研修 平成17年２月／東京本
館

公共図書館職員でレファレンス業務
担当者｡ 20名｡

科学技術資料研修 平成17年３月／東京本
館

公共図書館職員および大学図書館職
員で科学技術関係資料に関する基礎
的な知識の習得を目指す者｡ 20名｡



の
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
今
後
の
事
業
推
進
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
は
、
個
別
の
研
修
を
着
実
に
実
施
す
る

と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
動
向
や
研
修
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
も
と
に
、
各

研
修
を
相
互
に
関
係
づ
け
、
国
立
国
会
図
書
館
の
研
修
事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
関
係
各
位
に
は
、
調
査
等
の
際
に
は
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

(

注
１)

｢

図
書
館
情
報
学
研
修｣

は
、
昭
和
六
二
年
度
か
ら
平
成
一
二
年
度

ま
で
図
書
館
協
力
部
図
書
館
研
究
所

(

当
時)

が
実
施
し
た
研
修
で
、

平
成
七
〜
一
二
年
度
は
、
そ
の
一
部
を

｢

図
書
館
情
報
学
公
開
講
座｣

と
し
て
国
内
の
図
書
館
員
へ
の
公
開
を
積
極
的
に
行
っ
た
。｢

図
書
館
協

力
セ
ミ
ナ
ー｣

は
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
平
成
一
二
年
度
ま
で
、
国
内

の
図
書
館
員
を
対
象
に
図
書
館
協
力
部
国
内
協
力
課

(

当
時)

が
実
施

し
た
。｢

日
本
研
究
司
書
研
修｣

は
、
現
在
の

｢

日
本
研
究
情
報
専
門
家

研
修｣

の
前
身
で
、
平
成
八
〜
一
二
年
度
に
実
施
し
た
。

(

注
２)

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、｢

都
道
府
県
立
及
び
政
令
指
定
都
市

立
図
書
館
に
お
け
る
研
修
の
ニ
ー
ズ
と
実
態：

平
成
一
一
年
度
図
書
館

情
報
学
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
報
告
書｣

(

国
立
国
会
図
書
館
図

書
館
研
究
所
編

東
京：

社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
、
二
〇
〇
〇
年)

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

(

注
３)

｢

資
料
保
存
研
修｣

は
収
集
部
資
料
保
存
課
が
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
情

報
に
関
す
る
研
修
は
関
西
館
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画
・

実
施
し
て
い
る
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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平
成
一
四
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
京
都
府
か
ら
出
向
し
て
関
西
館
の
図
書
館
協
力
課
研
修
交
流
係
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

国
内
外
の
図
書
館
員
を
対
象
に
し
た
研
修
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で
、
だ
ん
だ
ん
と
形
に
な
っ
て
い
く
の
は
楽
し
く
良
い
経
験
で
あ
っ
た
。

関
西
館
は
平
成
一
四
年
度
開
庁
の
た
め
、
す
べ
て
に
前
例
が
な
く
、
研
修
の
開
始
時
刻
や
終
了
時
刻

(

関
西
館
は
い
さ
さ
か
交
通
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
な
い)

、
受
付
場
所
、
参
加
者
の
動
線
等
を
一
つ
ず
つ
検
討
し
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
見
直
し
と
変
更
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。
平
成
一
五
年

度
に
は
、
東
京
本
館
で
の
研
修
も
実
施
し
た
。
東
京
本
館
と
い
え
ば
、
新
人
研
修
を
受
け
た
と
き
に
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
誘
導
表
示
を
頼
り

に
う
ろ
う
ろ
し
た
思
い
出
が
…
。
一
五
年
度
の
東
京
本
館
は
改
修
中
で
、
専
門
室
や
事
務
室
が
移
転
し
て
い
た
り
通
行
止
め
が
あ
っ
た
り
と
、
さ
ら
に
や
や
こ

し
い
。
事
前
に
出
張
し
て
研
修
会
場
の
確
認
や
講
師
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
が
、
実
は
そ
の
時
も
広
い
館
内
で
何
度
迷
っ
た
こ
と
か
。
研
修
の
企
画
面
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
基
づ
き
、
公
共
図
書
館
の
視
点
か
ら
の
意
見
を
出
し
、
よ
り
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
研
修
に
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

国
立
国
会
図
書
館
で
研
修
事
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、
館
内
外
の
講
師
を
始
め
関
係
部
署
の
様
々
な
方
々
と
連
携
し
て
仕
事
が
で
き
た
う
え
に
、
研
修
当
日

に
は
事
務
方
と
し
て
研
修
を
聴
講
で
き
る
と
い
う
嬉
し
い
お
ま
け
ま
で
つ
い
て
、
私
自
身
の
大
き
な
力
に
な
っ
た
。
今
後
は
京
都
府
で
こ
の
経
験
を
活
か
し
て

い
き
た
い
。

(

京
都
府
立
総
合
資
料
館
文
献
課
人
文
資
料
担
当
資
料
主
任

池い
け

田だ

澄き
よ

美み)

研

修雑

感



｢
あ
れ
っ｣

目
録
ホ
ー
ル
っ
て
こ
ん
な
に
静
か
だ
っ

た
っ
け
。

も
ち
ろ
ん
、
休
館
日
で
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
九
月
末
、
東
京
本
館
の
目
録
ホ
ー
ル
ゲ
ー
ト

改
修
に
伴
い
、
今
年
一
〇
月
の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
ま

で
の
あ
い
だ
、
資
料
の
請
求
か
ら
貸
付
、
返
却
ま
で

を
そ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
入
退
館

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
つ
な
ぎ
と
し
て
紙

と
ハ
ン
コ
に
よ
る
紙
入
館
証
方
式
を

採
用
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
、
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
前

に
は
バ
ー
コ
ー
ド
読
込
み
電
子
音
や

請
求
票
作
成
機
の
動
作
音
の
な
い
、

静
か
な
空
間
が
現
れ
ま
し
た
。
風
の

音
が
聴
こ
え
る
目
録
ホ
ー
ル
な
ん
て

誰
が
想
像
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

紙
入
館
証
方
式
に
よ
る
閲
覧
者
の

反
応
は
、
最
初
こ
そ
時
間
出
納
に
戸
惑
い
は
あ
り
ま

し
た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
利
用
者
は
請
求
票
受

付
を
し
た
あ
と
到
着
時
刻
ま
で
中
央
椅
子
に
腰
掛
け

待
機
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
直
視
し
、
時
間
表
示
の
ボ
ー

ド
に
職
員
が
手
を
触
れ
た
瞬
間
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
へ

ス
ル
ス
ル
押
し
寄
せ
整
列
、
資
料
の
受
取
を
待
つ
、

そ
ん
な
流
れ
が
で
き
あ
が
っ
た
よ
う
で
す
。

資
料
の
受
付
は
利
用
票
に
、
ス
タ
ン
プ
型
ハ
ン
コ

で
ペ
コ
ペ
コ
、
貸
付
も
ぺ
こ
ぺ
こ
、
返
却
も
ペ
コ
ペ

コ
、
多
い
日
に
は
一
日
に
千
数
百
回
も
押
印
す
る
の

で
、
ま
る
で
ハ
ン
コ
の
耐
久
テ
ス
ト
を
お
こ
な
っ
て

い
る
よ
う
、
こ
の
半
年
で
数
本
の
ハ
ン
コ
が
勤
続
疲

労
か
ら
そ
の
寿
命
を
全
う
し
ま
し
た
。

課
内
の
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の

昔
、
ハ
ン
コ
で
出
納
台
業
務
を
覚
え

た
職
員
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
ダ
ウ
ン
の
呪
縛
か
ら
開
放
さ
れ
、

バ
ー
コ
ー
ド
読
込
み
で
仕
事
を
覚
え

た
も
の
は
、
ハ
ン
コ
一
本
に
よ
る
貸

付
・
返
却
手
続
き
に
と
ま
ど
い
と
不

安
を
覚
え
、
今
年
入
館
の
新
人
は
当

然
の
よ
う
に
す
ば
や
く
順
応
、
受
け

容
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悲
喜
こ
も
ご
も
の
紙
な
ら

ぬ
仮
入
館
証
方
式
も
新
装
開
館
ま
で
あ
と
数
か
月
で
、

そ
の
役
目
を
終
え
ま
す
。

目
録
カ
ー
ド
、
気
送
子
の
時
代
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
検
索
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
時
代
へ
。

東
京
本
館
新
世
紀
、
愈
々
で
す
。

(

図
書
課

カ
フ
な
し)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
二
回

花
火
の
情
景

平
成
一
六
年

七
月

一
日

(

木)

か
ら

八
月
三
一
日

(

火)

ま
で

於

本
館
目
録
ホ
ー
ル
入
口

(

東
京
本
館)

夏
は
夜
、
昼
間
の
暑
さ
が
和
ら
ぎ
、
涼
や
か

な
風
が
吹
き
は
じ
め
る
頃
、
遠
く
か
ら
花
火
の

音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

日
本
に
花
火
が
広
が
っ
た
江
戸
時
代
、
あ
の

徳
川
家
康
が
花
火
見
物
を
し
た
と
の
記
録
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
庶
民
の
間
で
も
花
火
は
広
く

親
し
ま
れ
、
納
涼
期
間
と
も
な
る
と
大
川

(

隅

田
川)

で
は
、
涼
を
求
め
る
屋
形
船
や
物
売
り

の
船
、
花
火
船
が
川
面
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
た
よ

う
で
す
。

そ
し
て
現
代
、
や
は
り
納
涼
の
風
物
詩
と
い

え
ば
花
火
で
す
。
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

江
戸
庶
民
の
楽
し
ん
だ
花
火
に
比
べ
る
と
、
現

代
の
花
火
は
は
る
か
に
カ
ラ
フ
ル
で
多
種
多
様

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
花
火
の
風
情
を

楽
し
む
私
た
ち
の
気
持
ち
は
江
戸
時
代
か
ら
変

わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
展
示
で
は
、
日
本
の
花
火
の
歴
史
を

追
っ
て
、
そ
の
製
法
や
種
類
、
そ
し
て
花
火
を

楽
し
む
人
々
の
様
子
が
う
か
が
え
る
資
料
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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東京本館の臨時休館等について

利用者サービス拡充のため10月から運用を予定している東京本館の新しい

システムの稼働準備､ 切替作業の関係で､ 次のとおり､ 臨時休館し､ また､

一部サービスを停止いたします｡ なお､ 関西館､ 国際子ども図書館では､

NDL-OPAC (インターネット) サービス停止期間中､ 開館日でも OPAC

検索・申込みが利用できません｡ 利用者の皆様にはご不便をおかけしますが､

ご了承ください｡

東京本館臨時休館日

７月26日､ ８月２日～３日､

９月22日､ ９月24日､ ９月27日～30日

NDL-OPAC (インターネット) 検索および申込みサービス停止

９月19日～23日

なお､ NDL-OPACが停止する期間は､ 郵送・FAXによる複写申込み､

貸出申込みについても発送が遅れます｡

お 知 ら せ

調査及び立法考査局刊行物の公開について

５月28日から次の４種類の刊行物が当館ホームページ上でご覧いただける

ようになりました｡ これらの刊行物は､ 当館の調査及び立法考査局が国政審

議の参考資料として作成しているものです｡

『レファレンス』 各分野の国政課題を解説､ 分析した論文集 (月刊)

『調査と情報－ISSUE BRIEF－』 国政課題に関する簡潔な解説資料

(不定期刊)

『外国の立法 立法情報・翻訳・解説』 外国法令の翻訳紹介､ 制定経緯

の解説､ 外国の立法情報を掲載した雑誌 (季刊)

『調査資料』 特定のテーマに関する調査報告・資料集 (不定期刊)

『外国の立法』 は平成14年11月以降刊行分､ それ以外の３誌は平成15年１

月以降刊行分を公開します｡ トップページ (http://www.ndl.go.jp) の

｢刊行物｣､ ｢日本の国会・世界の議会｣ または ｢国立国会図書館について｣ ―

｢国会へのサービス｣ ― ｢刊行物｣ から､ 各刊行物にアクセスすることがで

きます｡

お 知 ら せ



法令索引の収載範囲：

平成16年４月１日までに公布された以下の法令についての索引情報が検索できます｡

１. 現行法令 ( 9,393件)

明治初期からの法令 (法律､ 政令､ 省令等) で現時点で有効なもの｡ 法令の改廃

についてのデータも付加され､ 法令の沿革を知ることができます｡

２. 廃止法令 (14,613件)

原則として公文式施行 (明治19年) 以後の法令 (法律､ 政令､ 勅令) で､ 廃止・

失効したもの｡ 公布から改正､ 廃止・失効までの沿革を知ることができます｡

３. 制定法令 (75,384件)

原則として公文式施行 (明治19年) 以後に制定された一部改正法を含むすべての

法令｡ ただし､ データ整備の都合上､ 省令等は､ 主として戦後に新規に制定された

もののみです｡

法案索引の収載範囲：

第１回国会 (昭和22年５月) 以降に国会に提出された法律案および条約承認案件が

検索できます｡

検索例：○○法の改正経過 (法令沿革) が知りたい｡

例えば､ ｢市町村の合併の特例に関する法律｣ の改正経過 (法令沿革) を調べたい

場合は､ 現行法令検索画面の法令名フィールドに目的の法律名か､ または ｢市町村｣

｢合併｣ ｢特例｣ などのキーワードを一字ずつ空けて入力し､ 検索実行ボタンをクリッ

クします｡ 次に､ 検索一覧画面が表示されたら､ 目的の法律名を探し､ 右側にある

｢法令沿革｣ をクリックしてください｡ 下図のような法令沿革一覧が表示されます

(画面は一部略)｡

詳細な検索方法については､ ヘルプ画面に様々なケースの説明を掲載してあります

のでご参照ください｡

(調査及び立法考査局議会官庁資料課)
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お 知 ら せ

｢ 日本法令索引 ｣

当 館 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開

平成16年６月７日に､ 当館ホームページで ｢日本法令索引｣ データベースを公開し

ました｡ これは､ 国立国会図書館法第８条に基づいて当館が作成してきた 『日本法令

索引 (現行法令編)』 (冊子体) に代わる新しいデータベースです｡ 冊子体に比べ情報

量､ 更新頻度､ 検索の利便性などが向上しました｡

このデータベースは､ 原則として明治19年 (1886年) 公文式施行以後の ｢法令索引｣

と第１回国会 (昭和22年) 以後の ｢法案索引｣ から構成されています (公文式とは法

律の起草・公布・施行等を定めた勅令)｡

｢法令索引｣ としては､ ｢現行法令｣ ｢廃止法令｣ ｢制定法令｣ の検索､ ｢法案索引｣

としては､ ｢法律案｣ ｢条約承認案件｣ の検索がそれぞれ可能です｡ ｢現行法令｣､ ｢法

律案｣､ ｢条約承認案件｣ については､ その法案の国会での審議経過や国会会議録本文

を直接参照することができます｡

データベースへの入り方：

国立国会図書館ホームページ (http://www.ndl.go.jp) から､ ｢日本の国会・世界

の議会｣ → ｢日本法令索引｣ をクリックすると､ トップ画面 (上図) が表示されます｡

｢日本法令索引｣ データベースの URLは次のとおりです｡

http://hourei.ndl.go.jp
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�
�

�
�

お
も
な
人
事

人
事
院
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書内

藤

克
江

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

財
務
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

檜
山

邦
雄

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

以
上
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け

内
閣
法
制
局
事
務
官

中
野

實

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
法
制
局
図
書
館
長
を
免

ず
る

内
閣
法
制
局
事
務
官

山
田

雅
夫

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
法
制
局
図
書
館
長
を
命

ず
る

外
務
事
務
官

武
井

啓
次

国
立
国
会
図
書
館
支
部
外
務
省
図
書
館
長
を
免
ず
る

外
務
事
務
官

松
海

潔

国
立
国
会
図
書
館
支
部
外
務
省
図
書
館
長
を
命
ず
る

経
済
産
業
事
務
官

内
田

進

国
立
国
会
図
書
館
支
部
特
許
庁
図
書
館
長
を
免
ず
る

経
済
産
業
事
務
官

鈴
木

良
�

国
立
国
会
図
書
館
支
部
特
許
庁
図
書
館
長
を
命
ず
る

人
事
院
事
務
官

宇
津
野

元

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
勤
務
を
命
ず
る

内
閣
法
制
局
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

久
米
恵
美
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

内
閣
法
制
局
事
務
官

坪
井

正
道

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
勤
務
を
命
ず
る

財
務
事
務
官

加
藤

光
代

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
勤
務
を
命
ず
る

農
林
水
産
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

長
松

佳
孝

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

農
林
水
産
技
官

太
田

治
郎

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
勤
務
を
命
ず
る

海
上
保
安
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

佐
藤

年
二

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

海
上
保
安
官

松
澤

和
弘

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
勤
務
を
命
ず
る

環
境
事
務
官
兼
国
立
国
会
図
書
館
司
書

坂
下

和
恵

国
立
国
会
図
書
館
司
書
の
兼
任
を
解
く

環
境
事
務
官

三
上

春
昭

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
兼
ね
て
任
命
す
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
勤
務
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た

記

(

元
参
事)

秋
本

春
夫

従
七
位
に
叙
す
る

平
成
十
六
年
四
月
五
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位
お
よ
び
叙
勲

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
お
よ
び
叙
勲
が

あ
っ
た

記

(

元
参
事)

中
根

嘉
男

正
五
位
に
叙
す
る

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

平
成
十
六
年
四
月
十
七
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

収
集
部

司

書

林
田

文
雄

平
成
十
六
年
四
月
三
十
日
付
け
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国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page



今回は標準番号をとりあげる｡ ここでいう標準番号とは､

資料を一意に識別できる番号のことである｡

世の中には膨大な資料が存在するが資料に固有の番号があ

れば､ 著者､タイトル､ 出版国､ 出版者､ 言語・内容にかか

わらず資料の特定がきわめて容易になる｡ おもな標準番号と

しては､ 図書を識別するための ｢ISBN｣､ 逐次刊行物を識別

するための ｢ISSN｣ ｢CODEN｣ などがある｡ このうち ISSN

は当館内にある ISSN日本センターが､ 日本の事務局として

付与・登録の作業を行っている｡ 以下､ ISSNを中心に標準番号について説明したい｡

ISSNは ｢International Standard Serial Number｣ の略称で､ ｢国際標準逐次刊

行物番号｣ が日本語名である｡ ISSNは ｢４桁－４桁｣ で表される８桁の数字からな

り (例：0386－992X 最後の桁はチェック用のため ｢Ｘ｣ となる場合がある)､ タイ

トルごとに固有の番号で､ タイトルが変われば新しい ISSNが必要となる｡ また､ 媒

体ごとに付与するため､ 内容が同じでも印刷物と CD-ROM､ オンラインジャーナル

はそれぞれ異なる ISSNを持つ｡ ISSNの登録の際には､ キイ・タイトルという ISSN

と１対１で結びつくタイトルが定められる｡ すでに同名の逐次刊行物が存在する場合

には､ 識別するための情報を付加して､ 同名異誌との区別を行っている｡

＜例１＞ ＜例２＞

タイトル 言語と文化 タイトル 言語と文化

出版者 東北大学言語文化部 出版者 大阪府立大学

ISSN 0919－8385 ISSN 1347－8966

キイ・タイトル Gengo to bunka (Sendai.1993) キイ・タイトル Gengo to bunka (Sakai)

なお､ 日本国内においては商業出版物の流通に使用されている番号として ｢共通雑

誌コード｣ がある｡ このため日本では､ 商業出版物には共通雑誌コード､ 学術雑誌の

うち商業出版の流通ルートにのらないものには ISSNという棲み分けができている｡

CODENはおもに自然科学系の雑誌に付与され､ 英数字５～６桁からなる誌名識別

のためのコードである｡ (例：KCSIE6) このコードは､ 米国材料試験協会が定め､ 現

在 CAS (Chemical Abstracts Service) 内にある International CODEN Serviceが

割り当てを行っている｡

ISBNは ｢International Standard Book Number｣ の略称で､ ｢国際標準図書番

号｣ と呼ばれ､ 日本では日本図書コード管理センターが登録等の業務を行っている｡

ISBNは10桁の数字で構成され､ グループ記号 (国・地域などを指す)､ 出版者記号､

出版者が与える書名記号､ チェック用数字からなる｡ (例：4－87582－586－2)

標準番号の付与は資料の内容に中立であり､ 番号の登録によってその資料に何らか

の価値が加わるということはない｡ しかし､ 書誌調整という観点から見れば､ 標準番

号は資料を容易に特定できるという大きな利点を持っている｡ そのため目録規則では ､

ISSNと ISBN等を書誌レコードに含めるように定めている｡ 一意性・中立性の反面､

著者やタイトルとは異なり､ 誤記・誤入力の判定が困難であるが､これを補うために

チェック用数字等の工夫がなされている｡ (書誌部逐次刊行物課 栗
くり
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)
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本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡
本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､ 事前に当館総
務部総務課に連絡してください｡

表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

館内利用サービス

利用できる人 誰でも利用できます (ただし資料室は18歳以上)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

サービス時間 9:30～17:00

休館日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､ 年末年始

(12月28日～１月４日)､ 資料整理休館日 (毎月第３水曜日)

休室日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第１・２資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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